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◦
一
般 

ス
ポ
ー
ツ
が
友
情
を
育
み
、
世

界
平
和
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

◦
宣
教 

キ
リ
ス
ト
者
が
福
音
を
生
き
、

信
仰
を
証
し
で
き
る
よ
う
に

◦
日
本 

真
の
平
和
の
実
現
を
求
め
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　

髙
見
三
明
大
司
教
を
は
じ

め
長
崎
教
区
の
巡
礼
団
18
人

は
、
５
月
20
日
（
金
）
～

23
日
（
月
）、
３
泊
４
日
の

日
程
で
韓
国
巡
礼
を
行
っ

た
。
一
行
は
、大テ

邱グ

大
司

教
区
が
教
区
設
立
（
１
９

髙
見
大
司
教
を
団
長
に
韓
国
巡
礼

大
邱
と
長
崎
の
関
わ
り
を
再
確
認

が
１
９
４
２
年
10
月
か
ら
終

戦
ま
で
大
邱
教
区
司
教
を
務

め
、終
戦
翌
年
に
病
死
し
現

地
で
丁
重
に
葬
ら
れ
た
こ

と
、ま
た
、大
邱
元
教
区
長
の

李イ 

文ム
ン

煕ヒ

大
司
教
が
永
井 

隆

博
士
を
大
変
尊
敬
し
て
お

り
、「
韓
国
如
己
の
会
」
を

設
立
し
て
博
士
の
顕
彰
事
業

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
挙
げ
た
。

　

泛ポ

漁モ

準
司
教
座
教
会
の
献

堂
式
は
、
５
月
22
日
（
日
）

15
時
、大
邱
大
司
教
区
の
曺チ

ョ 

煥フ
ァ
ン

吉ギ
ル

大
司
教
の
主
司
式
で
、

駐
韓
教
皇
大
使
を
は
じ
め

韓
国
司
教
団
、海
外
か
ら
も

オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ザ
ル
ツ
ブ

ル
ク
教
区
）
や
台
湾
（
台
中

教
区
）
か
ら
の
巡
礼
団
も
加

わ
り
、約
３
０
０
０
人
が
参

列
し
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

使
っ
て
右
近
の
生

涯
な
ど
を
紹
介
。

１
５
６
３
年
10
歳

の
時
に
受
洗
し

た
右
近
は
、和
田
惟
長
事
件

の
後
、21
歳
の
若
さ
で
高
槻

城
主
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

荒
木
村
重
事
件
（
78
年
、村

重
が
織
田
信
長
に
謀
反
を
起

こ
す
）、豊
臣
秀
吉
に
よ
る
伴

天
連
追
放
令
（
87
年
）、徳
川

家
康
の
禁
教
令
に
よ
る
国
外

追
放
（
１
６
１
４
年
）
と
い

う
３
つ
の
試
練
に
あ
っ
た
。

大
塚
司
教
は
、処
刑
で
は
な

く
、流
浪
の
果
て
に
追
放
先

の
マ
ニ
ラ
で
病
死
し
た
右
近

が
〝
殉
教
者
〟
と
し
て
福
者

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
も
触

れ
、「
３
つ
の
試
練
を
も
っ

て
、右
近
は
神
様
に
本
当
の

殉
教
者
に
な
る
よ
う
に
導
か

れ
て
い
っ
た
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、神
の
愛
の
た
め
に

自
分
を
さ
さ
げ
る
生
き
方
を

貫
い
た
右
近
の
列
福
の
意
義

を
強
調
し
、講
演
を
結
ん
だ
。

　

参
加
者
の
１
人
は
、「
高

槻
の
城
主
が
福
者
と
な
っ

て
、私
た
ち
の
た
め
に
取
り

成
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
現

在
、衰
退
気
味
に
あ
る
日
本

の
教
会
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
人
と
し
て
、神
様
が
右
近

を
福
者
と
し
て
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
恵
み
に
感
謝
し
、取

　

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

は
６
月
23
日
、ユ
ス
ト
高
山

右
近
殉
教
者
の
列
福
式
を
、

２
０
１
７
年
２
月
７
日（
火
）

正
午
か
ら
大
阪
市
で
執
り
行

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

会
場
は
大
阪
城
ホ
ー
ル
を
予

定
。教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

司
式
の
た
め
教
皇
庁
列
聖
省

長
官
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
マ
ー

ト
枢
機
卿
を
教
皇
代
理
と
し

て
派
遣
す
る
。

　

列
福
式
の
入
場
整
理
券

（
無
料
）
の
申
し
込
み
や
受

け
取
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大
司

　

６
月
18
日
（
土
）、レ
デ
ン
プ

ト
リ
ス
チ
ン
修
道
会
の
創
立
者

マ
リ
ア
・
セ
レ
ス
タ
・
ク
ロ
ス

タ
ロ
ー
ザ
（
１
６
９
６
～
１
７

５
５
）
の
列
福
式
が
、イ
タ
リ

ア
・
フ
ォ
ッ
ジ
ャ
の
カ
テ
ド
ラ

ル
前
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
皇
庁
列
聖
省
長
官
ア
ン

ジ
ェ
ロ
・
ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
に

レデンプトリスチン修道会創立者

マリア・セレスタ列福式

右
近
の
３
つ
の
試
練

大
塚
司
教
が
中
町
教
会
で
講
演

高
山
右
近
の
列
福
式
決
定

た
。
同
教
会
は
、小

聖
堂
の
ほ
か
音
楽

ホ
ー
ル
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
も
備
え

て
お
り
、教
会
関
係

者
の
み
な
ら
ず
多

く
の
人
々
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
開
か
れ
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

　

献
堂
式
の
説
教
で
曺
大
司

教
は
、今
年
３
月
に
巡
礼
で

訪
れ
た
五
島
に
つ
い
て
「
信

仰
の
喜
び
や
大
切
さ
、そ
し

て
信
仰
の
表
現
に
つ
い
て
思

う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
と
紹

介
し
、「
司
教
座
教
会
は
教

区
民
の
信
仰
の
中
心
で
あ
り

表
現
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

一
行
は
献
堂
式
に
先
立

ち
、ソ
ウ
ル
大
司
教
区
の
廉ヨ

ム 

洙ス

政ジ
ョ
ン

枢
機
卿
を
表
敬
し
て
温

か
い
歓
迎
を
受
け
た
。
ま
た

ソ
ウ
ル
や
大
邱
の
殉
教
地
を

訪
れ
、韓
国
の
教
会
の
歴
史

を
学
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
行
く

先
々
で
心
か
ら
の
お
も
て
な

し
に
感
激
し
た
」「
殉
教
者

　
任
　
命

▼
人
事
顧
問
〔
５
月
16
日
付
〕

葛
嶋　

秀
信
師
（
相
浦
主
任
）

岩
本　

繁
幸
師
（
教
区
会
計
）

１
１
年
）
１
０
０

周
年
を
記
念
す
る

一
環
と
し
て
建
設

し
た
準
司
教
座
教

会
（Ecclesia co-

cathedralis

）の
献

堂
式
に
参
加
し
た

ほ
か
、ソ
ウ
ル
や
大

邱
の
聖
地
を
訪
問

し
た
。

　

団
長
の
髙
見
大

司
教
は
巡
礼
を
企

画
す
る
に
あ
た
り
、

日
韓
両
国
の
平
和

な
関
係
構
築
、ま
た

長
崎
・
大
邱
両
教
区
の
発
展

と
交
流
促
進
の
一
助
と
し
た

い
と
明
ら
か
に
し
た
。
と
り

わ
け
長
崎
教
区
と
大
邱
教
区

と
の
深
い
関
わ
り
に
つ
い

て
、か
つ
て
早
坂
久
之
助
司

教
の
弟
・
早
坂
久
兵
衛
司
教

　

５
月
29
日
（
日
）
13
時
か

ら
中
町
教
会
で
長
崎
南
地
区

評
議
会
主
催
の
特
別
講
演
会

「
ユ
ス
ト
高
山
右
近
の
３
つ

の
試
練
―
神
に
導
か
れ
た

殉
教
者
へ
の
道
」
が
行
わ
れ

た
。講
師
は
、日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
列
聖
推
進
委

員
会
委
員
長
で
京
都
教
区
司

教
の
大
塚
喜
直
司
教
。
今
年

１
月
に
列
福
が
承
認
さ
れ
た

高
山
右
近
に
つ
い
て
の
講
話

に
、参
加
し
た
約
３
０
０
人

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

　

大
塚
司
教
は
ス
ラ
イ
ド
を

　

神
学
校
や
大
学
で
教
壇
に

立
つ
傍
ら
、教
区
神
学
顧
問

と
し
て
長
年
尽
力
さ
れ
た
ペ

ト
ロ
宮
川
俊
行
師
が
、
５
月

月
～
90
年
３
月
教
区
教
理
委

員
長
、69
年
12
月
～
74
年
３

月
要
理
教
育
問
題
責
任
者
。

75
年
純
心
聖
母
会
浦
上
修
道

院
聖
堂
主
管
者
、88
年
シ
ョ

フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ
エ
ズ
ス

修
道
会
大
浦
信
愛
修
道
院

付
き
、
２
０
０
５

年
教
区
神
学
顧
問
。

１
９
６
８
年
10
月

以
来
、福
岡
サ
ン
・

ス
ル
ピ
ス
大
神
学

院
、上
智
大
学
神
学

部
、東
京
カ
ト
リ
ッ

17
日
を
も
っ
て
引

退
さ
れ
た
。

　

略
歴　

１
９
３

２
年
３
月
15
日
茨

城
県
土
浦
市
生
ま
れ
。
44
年

９
月
６
日
大
村
教
会
で
受

洗
。
植
松
教
会
出
身
。

　

東
京
大
学
経
済
学
部
を
経

て
55
年
４
月
東
京
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
に
入
学
。
57
～
68

年
ロ
ー
マ
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

留
学
。
63
年
12
月
21
日
ロ
ー

マ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学
校

聖
堂
で
司
祭
叙
階
。
69
年
３

に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
信
心

に
感
銘
を
受
け
た
」「
カ
ト

リ
ッ
ク
が
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

今
回
の
巡
礼
を
通
じ
て
、

今
後
、韓
国
の
教
会
に
対
す

る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、長

崎
・
大
邱
両
教
区
間
の
友
好

促
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う
祈

り
た
い
。

　
　

教
区
本
部
事
務
局

宮
崎
善
信ジ

枢
機
卿
に
よ
る
感
謝
の
ミ
サ
が

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
を
フ
ォ
ッ
ジ
ャ
の
レ
デ
ン
プ
ト

リ
ス
チ
ン
修
道
院
か
ら
青
少
年
司

牧
セ
ン
タ
ー
に
移
す
ほ
ど
大
勢
の

人
々
が
押
し
寄
せ
、列
福
の
感
謝

と
喜
び
を
共
に
し
ま
し
た
。

　

長
崎
レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ
ン

修
道
院
で
は
、お
祈
り
に
訪
れ
る

方
々
の
た
め
に
、記
念
の
カ
ー
ド

と
マ
リ
ア
・
セ
レ
ス
タ
・
ク
ロ
ス

タ
ロ
ー
ザ
の
列
福
記
事
小
冊
子
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ
ン
修
道
会

第
三
会
「
贖
い
主
信
徒
の
会
」

代
表
世
話
役　

門
田
洋
子

ル
会
の
司
祭
１
人
、信
徒
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
南
イ
タ
リ

ア
の
夏
の
強
い
陽
ざ
し
を
避

け
る
た
め
、参
列
者
に
は
白
い

キ
ャ
ッ
プ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

　

入
祭
で
、い
つ
く
し
み
の
特
別
聖

年
公
式
賛
歌
「
い
つ
く
し
み
深
く 

御
父
の
よ
う
に
！
」
が
、広
場
を

埋
め
尽
く
す
人
々
に
よ
っ
て
歌
わ

れ
ま
し
た
。
天
ま
で
届
く
よ
う
な

歌
声
は
、と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

私
た
ち
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、気
持
ち
よ
く
歌
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
式
の
中
で
、福
者

の
祝
日
は
９
月
11
日
に
定
め
ら
れ

た
こ
と
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
19
日
（
日
）
に
は
、パ
レ
ル

モ
の
名
誉
大
司
教
で
、か
つ
て

フ
ォ
ッ
ジ
ャ
の
大
司
教
を
務
め
た

サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
デ
・
ジ
ョ
ル

教
区
が
組
織
す
る

列
福
式
実
行
委
員

会
か
ら
発
表
さ
れ
る
。

　

右
近
の
没
後
す
ぐ
に
始

ま
っ
た
列
福
運
動
は
こ
れ
ま

で
に
数
度
頓
挫
し
た
が
、
１

９
６
３
年
５
月
、日
本
の
司

教
団
は
列
福
運
動
再
開
を
決

議
。
マ
ニ
ラ
の
大
司
教
の
承

認
を
得
て
、大
阪
の
田
口
芳

五
郎
司
教
（
当
時
）
が
運
動

の
責
任
者
と
な
り
、64
年
４

月
24
日
付
で
ロ
ー
マ
の
認
可

を
得
た
。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
今

年
１
月
21
日
、日
本
の
教
会

が
念
願
と
し
て
い
た
右
近
の

殉
教
を
宣
言
す
る
教
令
に
署

名
し
、列
福
を
承
認
し
た
。

ク
神
学
院
教
義
神
学
講
師
を

経
て
、
２
０
０
９
年
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
・
教
義
神

学
講
師
、
１
９
８
６
年
６
月

～
91
年
５
月
教
皇
庁
国
際
神

学
委
員
会
委
員
。
引
退
後
、

大
司
教
館
へ
。

教
区
神
学
顧
問
と
し
て
尽
力

宮
川
俊
行
師
が
引
退

よ
る
司
式
で
し
た
（
下
写
真
）。

　

町
の
人
々
に
「
聖
な
る
院
長

様
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
愛
さ
れ
た

創
立
者
の
列
福
を
祝
う
人
々
が
国

内
外
か
ら
押
し
寄
せ
る
た
め
、当

初
会
場
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た

カ
テ
ド
ラ
ル
か
ら
広
場
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、世
界
五
大

陸
に
広
が
る
レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ

ン
修
道
院
か
ら
代
表
の
シ
ス
タ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、兄
弟
会
で

あ
る
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
の
マ
イ

ケ
ル
・
ブ
レ
ー
ル
総
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
司
教
や
聖
職
者
が
参
列
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
、

茅
野
レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ
ン
の

シ
ス
タ
ー
１
人
、レ
デ
ン
プ
ト
ー

　

日
本
二
十
六
聖
人
を
保

護
者
と
あ
お
ぐ
大
浦
天
主

堂
が
、
４
月
26
日
付
で

小
バ
ジ
リ
カ
（Basilica 

M
inor

）
と
し
て
認
可
さ

れ
た
。
日
本
で
最
初
の
バ

ジ
リ
カ
と
な
る
。

　

２
０
１
３
年
10
月
８
日

に
「
日
本
の
信
徒
発
見
の

聖
母
」
の
祝
日
の
認
可
申

請
を
行
っ
た
際
、当
時
の
典

礼
秘
跡
省
長
官
カ
ニ
サ
レ
ス

枢
機
卿
か
ら
髙
見
三
明
大
司

教
に
、信
徒
発
見
の
舞
台
と

な
っ
た
大
浦

天
主
堂
を
小

バ
ジ
リ
カ
に

申
請
し
て
は

ど
う
か
と
の

助
言
が
あ
っ

た
。
髙
見
大

司
教
は
「
教
会
の
復
活
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
大
浦
天

主
堂
の
重
要
性
を
増
す
こ
と

に
な
り
、現
代
に
お
い
て
も

カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
重
要
な

よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
」

と
し
て
、教
区
顧
問
会
（
15

年
12
月
15
日
開
催
）
と
日
本

司
教
協
議
会
常
任
司
教
委
員

会
（
16
年
１
月
７
日
開
催
）

の
承
認
を
受
け
、去
る
２
月

典
礼
秘
跡
省
長
官
に
申
請
、

今
回
の
認
可
と
な
っ
た
。

　

バ
ジ
リ
カ
と
は
本
来
、「
王

の
間
」
を
意
味
す
る
古
代

ギ
リ
シ
ア

の
建
築
様

式
で
あ
り
、

ロ
ー
マ
帝

国
内
、そ
し

て
「
キ
リ

ス
ト
は
王

の
王
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

に
基
づ
き
教
会
堂
に
も
適
用

さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
18
世

紀
以
来
、教
皇
が
特
定
の
歴

史
的
、芸
術
的
、典
礼
・
司

牧
的
に
重
要
な
教
会
堂
に

与
え
る
称
号
と
も
な
っ

た
。
大
バ
ジ
リ
カ
と
小
バ

ジ
リ
カ
が
あ
る
。
前
者
は

教
皇
祭
壇
の
あ
る
ロ
ー
マ

の
四
大
聖
堂
（
洗
礼
者
聖

ヨ
ハ
ネ
、聖
ペ
ト
ロ
、城
壁

外
の
聖
パ
ウ
ロ
、聖
マ
リ

ア
）だ
け
で
あ
る
が
、ロ
ー

マ
の
教
会
お
よ
び
教
皇
と

特
別
な
き
ず
な
を
表
す
小

バ
ジ
リ
カ
は
、
２
０
１
６

年
４
月
の
時
点
で
全
世
界

に
１
７
４
０
ほ
ど
あ
る
。

国
宝
・
大
浦
天
主
堂

国
内
初
の
バ
ジ
リ
カ
に

り
次
ぎ
を
願
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

準司教座教会前で曺大司教と共に

祭壇に聖香油を注ぐ曺大司教
（提供：韓国カトリック新聞社）
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被
爆
70
年
を
迎
え
た
２
０
１
５
年
８
月
９
日
、新
上

五
島
町
立
上
五
島
中
学
校
に
お
い
て
平
和
学
習
の
た

め
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、中
田
喜
蔵
さ
ん
（
写
真
）
が

体
験
談
を
語
っ
た
。
ご
本
人
の
了
解
を
得
て
、こ
こ
に

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

教
区
広
報
委
員
会

は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
は
、今
か
ら
70
年
前
に
広
島
と
長
崎
に

落
と
さ
れ
た
原
子
爆
弾
っ
て
、ど
ん
な
爆
弾
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

実
は
去
年
（
２
０
１
４
年
）
の
８
月
１
日
の
長
崎

新
聞
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、長
崎
で
の
原
子
爆
弾

は
直
径
２
８
０
㍍
ほ
ど
の
火
の
玉
だ
っ
た
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
火
の
玉
は
私
た
ち
が
日

頃
の
生
活
の
中
で
見
る
火
の
玉
で
は
な
く
、屋
根

瓦
な
ど
も
一
瞬
の
う
ち
に
溶
か
す
ほ
ど
何
千
度
の

熱
を
持
っ
た
火
の
玉
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ほ

ど
の
熱
を
持
っ
た
大
き
な
火
の
玉
で
す
か
ら
、長

崎
の
上
空
は
空
気
が
ふ
く
ら
ん
で
飛
び
散
り
、想

像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
爆
風
と
な
っ
て
、あ
れ
ほ

ど
の
大
き
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
家
な
ど
も
一

瞬
に
し
て
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
上
、さ
ら
に
怖
い
の
は
毒
性
の
強
い
放
射

線
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
は
そ
の
原

子
爆
弾
な
る
火
の
玉
が
ど
う
し
て
出
来
た
の
か
。

そ
の
毒
性
の
強
い
放
射
線
が
な
ぜ
含
ま
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
私
に
は
説
明
で
き
ま
せ
ん

の
で
、皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
高
校
あ
る
い
は
大
学
、

あ
る
い
は
就
職
と
成
長
す
る
に
つ
け
て
必
ず
勉
強

し
て
く
だ
さ
い
。
約
束
で
す
。

原
子
爆
弾
体
験
記

平
和
を
守
り
抜
く
た
め
に

鯛
之
浦
小
教
区
信
徒　

中
田 

喜
蔵

１
９
４
５
年
の
長
崎
市
の
様
子

　

私
は
今
か
ら
70
年
前
に
落
と
さ
れ
た
一
発
の
原

子
爆
弾
に
よ
っ
て
長
崎
の
街
が
ど
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
の
か
、そ
の
時
の
市
民
の
心
境
は
ど
ん

な
だ
っ
た
の
か
、私
の
体
験
談
を
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、ま
ず
、そ
の
頃
の
長
崎
市
の
模
様
を

少
し
話
す
こ
と
に
し
ま
す
。

　

そ
の
頃
の
長
崎
に
は
、今
の
よ
う
な
車
な
ど
ほ

と
ん
ど
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
で
、街
中
を

少
し
は
ず
れ
る
と
、道
路
も
舗
装
さ
れ
ず
、あ
ち
こ

ち
に
水
た
ま
り
が
あ
り
、も
ち
ろ
ん
、川
な
ど
も
全

く
自
然
の
ま
ま
で
、夏
は
子
ど
も
た
ち
が
泳
ぎ
戯

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、街
中
だ
け
は
チ
ン
チ
ン
電

車
が
走
っ
て
、そ
れ
が
長
崎
市
民
の
交
通
を
助
け

て
い
た
の
で
す
。
物
の
運
搬
に
は
、今
の
よ
う
な

ト
ラ
ッ
ク
で
は
な
く
、す
ご
い
数
の
馬
車
が
使
わ

れ
て
い
た
の
で
す
。

　

さ
て
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
半
ば
頃
に
は
大

東
亜
戦
争
も
深
刻
さ
を
増
し
、若
い
人
た
ち
は
戦

地
へ
行
き
国
内
で
は
人
手
が
足
り
な
く
な
っ
て
、

国
内
に
残
っ
て
い
る
中
学
生
以
上
の
学
生
は
「
学

徒
動
員
令
」
に
よ
っ
て
国
民
学
校
を
後
に
し
て
工

場
な
ど
で
働
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
当
時

の
旧
制
東
陵
中
学
校
の
４
年
生
で
、現
在
は
原
爆

中
心
地
で
平
和
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、当
時

は
あ
の
地
が
三
菱
分
工
場
だ
っ
た
の
で
、中
学
校

の
１
２
０
名
の
同
級
生
と
一
緒
に
そ
こ
で
働
い
て

い
た
の
で
す
が
、
４
名
だ
け
特
別
旋
盤
工
と
し
て

選
ば
れ
、
２
名
ず
つ
１
週
間
交
替
で
そ
の
日
か
ら

午
後
２
時
か
ら
８
時
ま
で
の
出
勤
と
な
っ
て
い
た

た
め
に
死
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。

原
爆
投
下
（
８
月
９
日
）

　

さ
て
い
よ
い
よ
原
子
爆
弾
本
題
に
入
り
ま
す

が
、そ
の
日
は
朝
10
時
頃
に
は
空
襲
警
報
も
解
除

に
な
り
、午
後
か
ら
出
勤
す
る
は
ず
の
山
口 

豊
君

と
２
人
で
、大
浦
天
主
堂
の
横
に
あ
っ
た
神
学
校

の
運
動
場
の
柵
に
腰
掛
け
て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

と
、か
す
か
な
飛
行
機
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の

で
、見
上
げ
る
と
２
機
の
飛
行
機
が
現
れ
て
、何
か

落
下
傘
み
た
い
な
物
体
が
ふ
わ
り
と
落
と
さ
れ
た

物
を
不
思
議
に
思
っ
て
見
て
い
た
そ
の
瞬
間
、突

然
に
百
の
稲
妻
が
光
っ
た
か
の
よ
う
な
線
光
に
打

た
れ
、目
の
前
は
、ど
す
黒
い
煙
と
真
っ
赤
な
光
に

包
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
一
瞬
の
出

来
事
で
何
が
起
き
た
の
か
無
我
夢
中
で
防
空
壕
へ

逃
げ
込
む
途
中
に
爆
風
で
た
た
き
つ
け
ら
れ
ま
し

た
が
、幸
い
に
手
の
ひ
ら
を
少
し
け
が
し
た
だ
け

で
逃
げ
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

何
が
な
ん
だ
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
怖

さ
の
あ
ま
り
ぶ
る
ぶ
る
震
え
る
ば
か
り
で
１
時
間

ぐ
ら
い
過
ぎ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
怖
が
る
物
は
見

た
が
る
人
の
心
理
も
あ
っ
て
か
、や
っ
と
の
思
い

で
防
空
壕
か
ら
這
い
出
し
て
み
る
と
、こ
れ
は
ま

た
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
見
渡
す
限
り
長
崎

の
街
は
火
と
黒
煙
に
包
ま
れ
、目
に
映
る
全
て
の

人
が
泣
き
わ
め
き
な
が
ら
右
往
左
往
。
あ
の
恐
怖

と
騒
乱
状
態
は
言
葉
で
表
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
間
も
な
く
私
は
校
舎
に
入
っ
て
み
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、天
井
は
落
ち
、床
は
膨
れ
上
が
り
、窓

ガ
ラ
ス
は
１
枚
も
無
く
、と
て
も
人
が
入
れ
る
状

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
六
番
館
へ
の
避
難

　

当
然
、恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
神
学
校
長
様
と

神
学
生
が
、私
た
ち
20
数
名
の
安
全
な
住
ま
い
を

確
保
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
、早
速
グ
ラ
バ
ー
園

近
く
の
修
道
会
所
有
で
あ
っ
た
、十
六
番
館
へ
の

引
っ
越
し
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、今
の
よ
う
に
車

が
有
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、街
中

の
全
て
の
人
が
泣
き
わ
め
き
な
が
ら
安
全
な
場
所

を
求
め
て
逃
げ
回
る
群
れ
を
避
け
る
よ
う
に
し
て

荷
物
の
運
び
出
し
に
一
生
懸
命
で
し
た
。
そ
ん
な

中
で
も
幸
い
な
こ
と
に
大
浦
方
面
は
ま
だ
火
の
手

が
上
が
っ
て
な
い
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
し
た
。

　

そ
ん
な
騒
ぎ
の
中
で
、午
後
１
時
頃
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
浜
口
町
の
工
場
に
出
勤
し
て
い
た
同

級
生
が
、な
ん
と
、大
浦
の
神
学
校
ま
で
約
５
㌔
の

道
の
り
を
全
身
丸
裸
ま
っ
黒
こ
げ
、そ
れ
こ
そ
顔

や
姿
で
は
誰
で
あ
る
か
判
別
さ
え
つ
か
ぬ
姿
に

な
っ
て
、「
２
人
で
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、燃
え
盛

る
火
の
中
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
」
と
言
っ
て
倒

れ
込
み
、息
も
絶
え
絶
え
に
他
の
同
級
生
の
救
助

を
求
め
る
声
で
や
っ
と
、山
田
君
と
石
橋
君
で
あ

る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
す
が
、見
渡
す
限
り
火
の

海
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に

２
人
を
防
空
壕
に
運
ん
で
私
と
山
口 

豊
君
が
介

護
に
あ
た
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
が
、手

の
施
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
２
人
は
か
す
か
な

声
で
「
イ
エ
ズ
ス
、マ
リ
ア
」
の
御
名
を
唱
え
な

が
ら
も
、し
き
り
に
水
を
求
め
る
の
で
し
た
。

　

し
か
し
な
ぜ
か
、け
が
人
に
は
絶
対
に
水
を
与

え
て
は
い
け
な
い
と
、強
い
、フ
レ
が
出
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。「
一
杯
だ
け
で
良
い
か
ら
飲
ま
せ
て
く

れ
！
」
と
し
き
り
に
水
を
求
め
た
あ
の
声
が
、今

で
も
脳
裏
か
ら
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、オ
ロ
オ
ロ
と
す
る
私
と
山
口
君
の
看
護

も
む
な
し
く
、他
に
誰
一
人
見
守
る
人
も
な

く
、や
が
て
２
人
は
息
絶
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
２
人
が
息
絶
え
る
前
に
、山
野
嘉
一
君

と
山
口
幸
雄
君
も
同
じ
よ
う
に
全
身
火
傷
を

負
っ
て
駆
け
込
ん
で
来
た
の
で
す
が
、そ
の

夜
の
う
ち
に
息
絶
え
て
し
ま
い
、
４
年
間
同

級
生
と
し
て
暮
ら
し
た
６
名
の
中
、私
と
山

口 

豊
君
が
残
っ
た
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

夜
明
け
と
同
時
に
教
会
裏
の
畑
の
隅
を
掘

り
、
４
名
並
べ
て
簡
単
な
埋
葬
を
し
た
友
を

想
う
時
、あ
れ
ほ
ど
水
を
求
め
た
の
に
、一
滴

の
水
も
飲
ま
せ
て
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
今

で
も
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

母
子
３
人
の
死
（
８
月
10
日
）

　

４
名
の
埋
葬
後
、昼
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
８
㌔
ぐ
ら
い
離
れ
た
大
橋
町
に
住
ん
で

お
ら
れ
た
東
陵
中
学
校
の
教
頭
先
生
で
、先

ほ
ど
埋
葬
し
た
石
橋 

真
君
の
父
親
で
あ
る
石

橋 

猛
先
生
が
、疲
れ
き
っ
た
悲
愴
な
お
姿
で

「
家
族
の
者
が
家
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る

か
ら
救
出
を
頼
む
！
」
と
神
学
校
に
居
た
長

男
真
君
を
頼
り
に
応
援
を
求
め
て
駆
け
付
け

た
の
で
す
。
先
生
の
話
に
よ
る
と
、火
の
中
を

ぬ
っ
て
家
に
駆
け
付
け
た
時
は
ま
だ
妻
子
の

う
め
き
声
が
聞
こ
え
て
い
た
が
、一
人
で
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
応
援
を
求
め
に
来
ら

れ
た
の
で
す
が
、そ
の
時
、長
男
真
君
は
す
で

に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
父
親
の

心
境
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

悲
し
ん
で
い
る
間
も
な
く
私
と
山
口 

豊

君
を
引
き
連
れ
て
神
学
校
生
２
名
が
、燃
え

盛
る
街
中
を
避
け
て
、ど
こ
を
ど
う
や
っ
て

８
㌔
の
道
の
り
を
走
っ
た
の
か
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
が
、先
生
の
家
に
着
い
た
の
が
午

後
４
時
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。先
生
が「
私

の
家
で
す
」と
指
示
さ
れ
た
家
の
周
囲
に
は
、

建
っ
て
い
る
家
は
一
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

る
で
、と
て
つ
も
な
い
物
体
が
空
か
ら
落
ち

て
き
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
あ
り
さ
ま

で
し
た
。
息
つ
く
間
も
な
く
先
生
の
奥
さ
ん

ら
し
き
姿
は
見
つ
け
ま
し
た
が
、何
の
道
具

も
持
た
な
い
作
業
で
す
。
せ
め
て
の
こ
ぎ
り

一
本
で
も
あ
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
の
戦
い
の

末
、残
念
な
が
ら
２
人
の
子
ど
も
を
覆
い
か

ば
う
よ
う
に
し
て
、母
子
３
人
が
息
絶
え
て

お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
県
庁
に
勤
め
て
い
た
長
女
の
純
子

さ
ん
も
や
っ
と
駆
け
付
け
た
ら
し
く
、変
わ

り
果
て
た
我
が
家
を
見
て
呆
然
と
立
ち
す
く

ん
で
お
り
ま
し
た
が
、死
体
と
な
っ
て
引
き

出
さ
れ
た
母
と
弟
妹
に
何
の
た
め
ら
い
も
な

く
抱
き
付
い
て
、ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か

小
さ
な
布
き
れ
で
拭
き
清
め
て
い
た
あ
の
姿

も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

不
明
者
の
捜
索
（
８
月
11
日
）

　

時
は
す
で
に
６
時
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
日
は
来
た
道
を
た
ど
り
な
が
ら
急

い
で
十
六
番
館
ま
で
帰
り
ま
し
た
の
で
、
２

日
目
の
そ
の
日
は
そ
れ
ほ
ど
の
悲
惨
さ
を
見

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、明
け
て

３
日
目
は
街
中
の
火
も
下
火
に
な
り
、神
学

生
に
引
率
さ
れ
て
行
方
不
明
者
を
探
す
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
が
、街
中
に
入
る
と
前
も

後
ろ
も
右
を
見
て
も
左
を
見
て
も
人
の
死
体

で
す
。
幾
百
人
と
も
知
れ
ぬ
死
体
が
３
人
４

人
と
抱
き
合
う
よ
う
に
し
て
家
の
下
敷
き
に

な
り
、そ
の
上
に
火
事
と
な
っ
て
火
葬
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
あ
の
臭
気
、あ
の
状
況
の
中
、

本
当
に
死
体
を
踏
み
分
け
て
の
捜
索
で
し

た
。
街
中
で
は
今
ま
で
建
っ
て
い
た
建
物
は

全
く
な
く
、目
印
に
な
る
物
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
一
面
が
れ
き
に
埋
も
れ
て
ど
こ
が
道

路
か
、こ
こ
は
ど
の
あ
た
り
な
の
か
さ
え
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
目
印
に
な
る
の

は
４
㌔
ほ
ど
離
れ
た
小
高
い
所
に
あ
る
大
浦

天
主
堂
を
見
て
、こ
こ
が
長
崎
駅
前
付
近
で

あ
る
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
が
、そ
こ
で
は

忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、

た
く
さ
ん
の
死
体
の
状
況
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

リ
ヤ
カ
ー
の
引
手
に
ほ
お
づ
え
を
つ
く
よ

う
に
座
り
込
ん
だ
ま
ま
焼
き
焦
が
れ
て
い
る

人
、お
腹
が
ま
る
で
風
船
の
よ
う
に
膨
れ
上

が
り
す
で
に
内
臓
が
流
れ
出
し
て
い
る
死

体
、大
き
な
荷
物
を
背
負
っ
た
ま
ま
焼
き
焦
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「
原
爆
と

は
何
だ
っ
た

の
か
…
…
。

答
え
は
私
が

示
せ
る
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
け
れ

ど
、ず
っ
と
考
え
な
が
ら

研
究
を
し
て
い
ま
す
」

　

２
０
１
３
年
か
ら
長
崎

大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
。
こ

の
４
月
に
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
に
採
用
さ

れ
た
。
昨
年
８
月
、『
浦

上
の
原
爆
の
語
り
―
永

井
隆
か
ら
ロ
ー
マ
教
皇

へ
』（
未
來
社
）
を
発
行
。

本
の
発
行
に
よ
り
区
切
り

が
つ
き
、今
後
は
長
崎
だ

が
れ
て
い
る
人
、手
や
足
の
無
い
死
体
、あ
る
い

は
、首
が
無
い
死
体
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、目
の
奥
底
に
強
く
残
っ
て
い

る
の
が
馬
と
馬
主
の
絆
で
し
た
。
瀕
死
の
状
態
で

も
結
わ
い
付
け
ら
れ
た
車
を
外
す
こ
と
が
で
き
ぬ

馬
は
も
ち
ろ
ん
、焼
け
た
だ
れ
丸
３
日
間
座
る
こ

と
も
倒
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
に
す
で
に
死
に
絶
え

て
い
る
馬
主
の
上
に
首
を
う
な
だ
れ
、よ
だ
れ
を

流
し
て
じ
ー
っ
と
見
守
っ
て
い
る
姿
を
見
た
時
は

胸
が
熱
く
な
る
の
を
覚
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
神
学

生
に
引
率
さ
れ
る
ま
ま
に
浦
上
方
面
に
差
し
掛
か

る
と
、け
が
人
や
死
体
の
数
が
増
え
る
の
を
不
思

議
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し

た
物
陰
で
も
あ
れ
ば
、必
ず
そ
こ
に
は
何
人
か
が

瀕
死
の
状
態
で
「
助
け
て
く
れ
ー
！
」「
水
を
く

れ
ー
！
」
と
叫
び
続
け
て
い
た
の
で
す
。
無
情
な

よ
う
で
す
が
、誰
も
が
そ
の
よ
う
な
け
が
人
に
手

を
差
し
出
し
て
く
れ
る
余
裕
は
な
い
の
で
す
。
い

や
、あ
る
い
は
そ
ん
な
無
情
な
人
間
に
そ
の
時
の

状
況
が
な
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
進
ん
で
浦
上
川
付
近
に
差
し
掛
か
っ
た

時
、浦
上
天
主
堂
の
塔
の
一
番
上
の
部
分
が
浦
上

川
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
ま
ず
そ
の
大
き
さ
に

び
っ
く
り
し
、さ
ら
に
ま
た
こ
ん
な
大
き
な
物
体

が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
飛
ば
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

と
、本
当
に
び
っ
く
り
し
た
も
の
で
す
（
そ
の
塔

は
今
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
）。

　

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
川
上
に
沿
っ
て
折
り
重
な
る

よ
う
に
水
た
ま
り
に
浮
い
た
り
、川
原
に
う
ず
く

ま
っ
た
死
体
の
数
は
幾
百
体
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

あ
る
い
は
４
桁
に
達
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
も
死
体
の
大
半
は
炎
天
下
で
風
船
の
よ

う
に
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
き
っ
と
、焼

け
た
体
を
冷
や
し
た
く
水
を
求
め
て
川
に
入
り
、

そ
こ
で
力
尽
き
た
死
体
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

が
れ
き
と
な
っ
た
兵
器
工
場

　

次
に
目
の
前
に
広
が
っ
た
広
大
な
敷
地
の
残
骸

に
ま
た
び
っ
く
り
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
が
有
名

な
三
菱
の
「
浦
上
兵
器
工
場
」
の
跡
だ
と
聞
き
、

そ
の
時
初
め
て
こ
れ
ほ
ど
の
お
び
た
だ
し
い
死
体

や
け
が
人
が
こ
の
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
理
由
を

悟
っ
た
気
が
し
た

の
で
す
。
も
し
か
し

た
ら
こ
の
兵
器
工

場
こ
そ
原
子
爆
弾

の
的
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
し

た
。
工
場
の
跡
地
は

が
れ
き
の
山
で
見
渡

す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、あ
れ

ほ
ど
の
広
大
な
工
場

に
は
お
そ
ら
く
１
万

人
以
上
の
人
が
働
い

て
い
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
死
に
絶
え

て
い
る
人
の
数
も
ま

る
で
焼
け
野
原
に
残

る
石
こ
ろ
の
よ
う
な

あ
り
さ
ま
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況

り
除
け
、下
の
方
を
あ
せ
っ
て
み
る
と
12
個
入
り

の
箱
が
そ
の
ま
ま
、し
か
も
丁
度
食
べ
ご
ろ
に
温

ま
っ
た
状
態
の
も
の
を
探
し
当
て
た
の
で
す
。
そ

れ
こ
そ
飢
え
た
狼
が
獲
物
に
あ
り
つ
い
た
時
を
想

像
し
て
も
思
い
過
ぎ
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

聞
け
ば
こ
こ
は
、そ
の
頃
良
く
出
回
っ
て
い
た
大

型
だ
円
形
の
鰯
缶
詰
工
場
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
皆

が
ペ
コ
ペ
コ
の
腹
を
満
た
し
て
残
り
の
４
個
を
十

六
番
館
ま
で
持
っ
て
帰
り
、何
人
か
を
喜
ば
せ
た

こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
つ
で
す
。

傷
口
に
う
じ
虫
が
（
８
月
12
日
）

　

さ
て
４
日
目
に
は
疲
れ
も
あ
っ
て
、午
後
か
ら

の
捜
索
に
な
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
日
は
け
が
人

が
収
容
さ
れ
て
い
る
場
所
を
重
点
的
に
探
し
た
の

で
す
が
、
４
日
目
と
も
な
る
と
さ
す
が
に
人
の
死

体
は
驚
く
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、迷

惑
な
の
が
何
十
頭
と
も
思
え
る
馬
車
馬
の
死
体
で

す
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
炎
天
下
に
照
ら
さ
れ
て
膨

れ
上
が
り
、じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
と
音
を
立
て
て
内
臓

が
流
れ
出
し
、そ
の
悪
臭
は
耐
え
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

や
が
て
臨
時
の
け
が
人
収
容
所
に
着
き
ま
し
た

が
、そ
こ
が
ど
こ
で
あ
る
か
私
に
は
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、当
時
唯
一
残
っ
て
い
た
「
新
興
善
国

民
学
校
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
は
、男
女

の
判
別
さ
え
で
き
ぬ
ほ
ど
の
火
傷
を
負
い
身
動
き

さ
え
で
き
ぬ
人
や
、ま
だ
か
ろ
う
じ
て
助
け
る
人

な
ど
何
百
人
居
た
で
し
ょ
う
か
。
建
物
の
中
に
は

入
り
き
れ
ず
、あ
の
炎
天
下
に
戸
板
の
よ
う
な
も

の
に
乗
せ
ら
れ
た
ま
ま
の
者
も
居
れ
ば
、何
か
薄

物
の
上
に
転
が
さ
れ
て
い
る
者
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
悲
惨
極
ま
る
中
で
も
、け
が
人
は
し
き

り
に
水
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、特

に
痛
々
し
く
目
に
つ
い
て
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

の
が
、焼
け
た
だ
れ
た
顔
や
手
足
の
傷
口
が
ブ
ク

ブ
ク
と
動
い
て
い
る
の
を
よ
く
見
る
と
、う
じ
虫

が
湧
き
、く
い
入
り
「
ひ
ー
ひ
ー
」
と
悲
鳴
を
上

げ
て
苦
し
む
け
が
人
も
何
人
か
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
。
今
の
世
で
は
生
き
た
体
に
う
じ
虫
が
湧
く
な

ん
て
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

終
わ
り
に

　

以
上
が
４
日
間
の
捜
索
の
中
で
大
ま
か
な
忘
れ

ら
れ
な
い
私
の
体
験
で
す
が
、今
ま
で
話
し
た
こ

と
は
決
し
て
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
は
な
く
、す
べ

て
真
実
で
す
。

　

皆
さ
ん
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に

け
で
な
く
広
島
も
視
野
に
入

れ
て
研
究
す
る
方
向
。
広
島

で
被
爆
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の

神
父
ら
の
足
跡
を
た
ど
っ

て
、原
爆
被
害
が
海
外
で
ど

う
発
信
さ
れ
、ど
の
よ
う
な

影
響
力
が
あ
っ
た
の
か
を
調

べ
て
い
く
。

　

か
つ
て
早
大
卒
業
後
、広

島
平
和
記
念
資
料
館
で
学
芸

員
と
し
て
働
く
。
動
員
学
徒

の
企
画
展
の
折
、妹
の
遺
品

の
前
で
涙
を
流
す
女
性
、活

発
だ
っ
た
き
ょ
う
だ
い
の
こ

と
を
楽
し
げ
に
話
す
男
性

の
姿
を
見
て
き
た
。「
遺
族

に
と
っ
て
、そ
こ
で
時
は
止

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
原
爆

で
失
っ
た
も
の
だ
」
と
思
っ

た
。
そ
の
後
、結
婚
し
て
長

崎
へ
。
自
分
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
い
た
と
き
、『
純

女
学
徒
隊
殉
難
の
記
録
』（
純

心
女
子
学
園
）に
出
会
っ
た
。

　
「
過
去
に
広
島
の
学
校
史

や
被
爆
体
験
記
を
読
み
ま
し

た
。自
分
が
広
島
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
（
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
）
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、純
心
の
記
録
を
見

た
と
き
は
悲
し
く
て
泣
き
な

が
ら
読
ん
だ
の
で
す
が
、そ

の
語
り
方
（
受
け
と
め
方
）

の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
」

　

広
島
と
長
崎
と
の
違
い
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
、九
大
大

学
院
に
入
っ
て
研
究
を
始
め

た
。
大
学
院
で
の
勉
強
は
夫

も
応
援
し
て
く
れ
た
。

　

浦
上
に
関
す
る
資
料
を
発

掘
す
る
こ
と
も
目
標
に
し
、

関
係
者
に
直
接
会
っ
て
話
を

聞
い
た
。「
私
の
研
究
は
、埋

も
れ
て
い
る
資
料
が
な
い
か

を
探
し
、そ
れ
を
論
文
に
し

て
残
し
て
い
く
作
業
。
長
崎

に
は
戦
後
史
を
残
す
施
設
が

な
く
、こ
れ
は
社
会
的
な
課

題
。
浦
上
教
会
の
資
料
は
、

長
崎
の
、ひ
い
て
は
日
本
の
戦

後
史
と
し
て
非
常
に
大
事
な

も
の
で
、世
界
か
ら
見
て
も

貴
重
な
も
の
と
思
い
ま
す
。」

資
料
が
残
れ
ば
新
た
な
研
究

も
生
ま
れ
る
、と
話
す
。

　
「
資
料
は
時
代
を
つ
な
ぎ
、

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
ツ
ー

ル
。
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ

て
自
分
の
研
究
が
あ
る
の

で
、資
料
を
残
す
こ
と
で
そ

れ
を
返
し
て
い
け
た
ら
と
願

い
ま
す
。
原
爆
の
語
り
を
見

つ
め
る
こ
の
研
究
は
、私
に

と
っ
て
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

そ
う
い
う
も
の
が
人
生
で
見

つ
け
ら
れ
た
の
は
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

表
情
も
口
調
も
終
始
柔
ら

か
。
日
頃
心
が
け
て
い
る
の

は
、「
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
」。
自
身
の
性
格
を
「
マ
イ

ペ
ー
ス
」
と
語
る
。
長
崎
市

在
住
。
夫
と
９
カ
月
に
な
る

長
男
の
３
人
暮
ら
し
。
38
歳
。

広
島
と
長
崎
の
違
い

―
原
爆
の
語
り
を
研
究

四
條
知
恵
さ
ん

戦
争
は
怖
い
こ
と
で
す
ね
。
戦
争
が
無
け
れ
ば
あ

の
原
子
爆
弾
は
無
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　

当
時
長
崎
市
の
人
口
は
約
24
万
人
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、一
発
の
原
子
爆
弾
で
の

死
者
が
約
７
万
４
千
人
、負
傷
者
が
約
７
万
５
千

人
、焼
き
壊
れ
た
家
が
約
１
万
８
千
戸
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
し
か
も
今
の
原
子
爆
弾
一
発
の
威
力

は
、長
崎
に
落
と
さ
れ
た
爆
弾
の
30
倍
も
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
だ
と
す
る
と
、な
お
さ
ら
に

私
た
ち
は
今
後
絶
対
に
原
子
爆
弾
の
使
用
を
許
し

て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

今
の
平
和
を
守
り
抜
く
た
め
に
絶
対
に
戦
争
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
で
私
の
体
験
談
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
中
で
、今
日
も
目
的
の
人
を
探
し
出
す
こ
と
は

で
き
ず
に
、背
に
く
っ
つ
き
そ
う
な
腹
を
こ
ら
え
、

棒
の
よ
う
な
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、す
で
に
陽

も
落
ち
、変
わ
り
果
て
た
街
中
の
帰
路
を
急
い
で

お
り
ま
す
と
、五
島
町
付
近
と
思
わ
れ
る
所
に
差

し
掛
か
っ
た
時
で
す
。
20
～
30
人
ぐ
ら
い
の
人
が

何
か
騒
が
し
く
群
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
何
事
か

と
近
づ
い
て
み
ま
す
と
、な
ん
と
鰯
の
缶
詰
を
取

り
合
っ
て
騒
い
で
い
る
の
で
す
。
疲
れ
て
い
て
も

そ
ん
な
時
は
ま
た
力
が
出
る
も
の
で
す
。
当
然
群

れ
の
中
に
割
り
込
ん
で
く
す
ぶ
っ
て
い
る
火
を
取

央
協
議
会
事
務
局
次
長
、81
年
同

協
議
会
事
務
局
長
、84
年
出
津
主

任
を
歴
任
。
85
年
４
月
13
日
広
島

教
区
司
教
に
任
命
、
６
月
16
日
同

教
区
司
教
座
聖
堂
で
安
田
久
雄
大

司
教
に
よ
り
司
教
に
叙
階
。
２
０

１
０
年
６
月
司
教
叙
階
25
周
年
。

11
年
６
月
13
日
広
島
教
区
長
引

退
。

　

通
夜
は
６
月
29
日
19
時
か
ら
、葬

儀
・
告
別
式
は
30
日
13
時
か
ら
幟

町
教
会
（
カ
テ
ド
ラ
ル
世
界
平
和

記
念
聖
堂
）
で
前
田
万
葉
大
阪
大

司
教
司
式
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

前
田
大
司
教
は
葬
儀
ミ
サ
の
説

教
の
中
で
、「
三
末
司
教
様
は
進
ん

で
兄
弟
司
祭
の
中
に
入
り
、教
区

民
の
中
に
入
っ
て
父
親
の
よ
う
に

接
し
て
く
れ
た
。（
亡
く
な
っ
た
時
）

机
の
上
に
は
被
選
司
教
の
知
ら
せ

を
開
封
し
た
封
筒
が
あ
っ
た
と
い

う
。
後
継
の
司
教
様
を
確
認
し
て

19
日
（
月
）
13
時
半
、前
田
万
葉

大
阪
大
司
教
の
司
式
に
よ
り
、カ

テ
ド
ラ
ル
の
幟
町
教
会
で
行
わ
れ

る
。

　

白
浜
被
選
司
教
は
１
９
６
２
年

５
月
20
日
新
上
五
島
町
生
ま
れ
。

仲
知
小
教
区
・
米
山
教
会
出
身
。

　

90
年
３
月
19
日
浦
上
教
会
で
司

祭
叙
階
。
同
年
８
月
サ
ン
・
ス
ル

ピ
ス
司
祭
会
に
入
会
す
る
た
め
カ

ナ
ダ
へ
留
学
、そ
の
後
、パ
リ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
大
学
へ
。
95
年
４
月
福

岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院（
現

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
福
岡

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
養
成
者
と
し
て

着
任
。
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
院
長
。

　

広
島
・
岡
山
・
鳥
取
・
島
根
・

山
口
か
ら
な
る
広
島
教
区
は
、14

年
８
月
20
日
に
前
田
司
教（
当
時
）

が
大
阪
大
司
教
に
任
命
さ
れ
て
以

来
、空
位
と
な
っ
て
い
た
。

　

６
月
28
日
未
明
、急
性
心
筋
梗

塞
の
た
め
逝
去
。
80
歳
。

　

１
９
３
６
年
４
月
24
日
平
戸
市

生
ま
れ
。
宝
亀
教
会
出
身
。
62
年

３
月
19
日
、大
浦
天
主
堂
で
山
口

愛
次
郎
大
司
教
に
よ
り
司
祭
叙

階
。
飽
の
浦
・
大
浦
・
浦
上
の
各

教
会
で
助
任
を
務
め
、69
年
神
ノ

島
主
任
、71
年
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
司
牧
企
画
室
長
、73
年

俵
町
主
任
、79
年
カ
ト
リ
ッ
ク
中

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
院
長
の
ア
レ

キ
シ
オ
白
浜 

満
師
（
長
崎
教
区

／
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
司
祭
会
）
を
、

広
島
教
区
の
司
教
に
任
命
し
た
。

６
月
28
日
発
表
。
叙
階
式
は
９
月

ヨ
ゼ
フ

三
末
篤
實
司
教
帰
天

（
広
島
教
区
名
誉
司
教
）

ア
レ
キ
シ
オ

白
浜 

満
師
、広
島
司
教
に

広島教区から悲しみと喜びの知らせ

天
に
旅
立
っ
て
い
っ
た
。
存
在
自

体
が
香
り
立
つ
よ
う
な
方
だ
っ
た
」

と
語
っ
た
。
長
崎
か
ら
も
多
く
の

司
祭
、修
道
者
、信
徒
ら
が
参
列

し
、三
末
司
教
を
し
の
ん
だ
。

（提供：長崎平和推進協会写真資料調査部会）

全
壊
し
た
浦
上
天
主
堂
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科　　目 決算額

１．経常収入の部 481,546,559

教区費 129,132,543

信　徒 113,977,543
司　祭 9,785,000
修道会 5,370,000
教区費等収入前年度分 0

特定献金 32,831,251

神学生養成援助費（封筒） 11,664,759
世界広報の日献金 2,281,701
聖ペトロ使徒座への献金 6,496,159
世界難民移住移動者の日献金 2,618,138
世界宣教の日献金 2,312,801
宣教地司祭育成の日献金 2,765,187
児童福祉の日献金 4,692,506

特別献金 50,128,271

寄付金 31,566,885
献金収入（本部関係） 15,686,386
ミサ奉納金（ビナチオ・トリナチオ） 2,875,000
ミサ献金（教区行事） 0

諸委員会活動費 13,551,484

(1) 信仰養成部 1,223,573

　信仰教育委員会 154,024
　生涯養成委員会 1,029,700
　青少年委員会 39,849
　信仰養成部 0
(2) 福音化推進部 687,470

　人権委員会 0
　福祉委員会 0
　平和推進委員会 687,470
　エキュメニズム・諸宗教委員会 0
　福音化推進部 0
(3) 教会奉仕者等養成部 0

　召命委員会 0
　教会奉仕者養成委員会 0
(4) 典礼委員会 238,000

(5) 広報委員会 2,496,625

(6) 家庭委員会 3,031,057

(7) 教区本部事務局 332,011

(8) 小共同体推進室 346,800

(9) 教会歴史文化遺産評議会 0

(10) 信徒発見150周年委員会 5,195,948

その他 255,903,010

保険金収入 0
受取利息 10,780
非課税事業収入 6,737,911
小教区拠出金 233,273,077
雑収入 14,471,242
司祭年金繰入金収入 1,410,000

２．財務収入の部 110,000,000

その他の財務収入 110,000,000

国宝保存財務資金 110,000,000
資金取崩収入 0
雑収入 0
その他収入 0

３．前年度繰越金 65,016,067

収入の部合計 656,562,626

科　　目 決算額

１．経常支出の部 536,708,977

宗教活動費 6,366,289

祭儀費 694,717
特別行事 0
助成金（小教区） 2,036,482
教区評議会 3,635,090

諸委員会活動費 38,795,088

(1) 信仰養成部 2,790,251

　信仰教育委員会 257,594
　生涯養成委員会 1,675,004
　青少年委員会 785,456
　信仰養成部 72,197
(2) 福音化推進部 3,846,619

　人権委員会 1,293,020
　福祉委員会 53,940
　平和推進委員会 2,030,941
　エキュメニズム・諸宗教委員会 446,118
　福音化推進部 22,600
(3) 教会奉仕者等養成部 839,248

　召命委員会 731,488
　教会奉仕者養成委員会 107,760
　教会奉仕者等養成部 0
(4) 典礼委員会 784,635

(5) 広報委員会 7,047,067

(6) 家庭委員会 4,904,556

(7) 教区本部事務局 2,641,480

(8) 小共同体推進室 1,604,166

(9) 教会歴史文化遺産評議会 878,288

(10) 信徒発見150周年委員会 13,458,778

負担金 22,969,952

中央協議会送金 15,361,888
使徒座送金 7,008,064
心のともしび 600,000

神学生養成費 51,158,451

日本カトリック神学院 27,938,950
長崎カトリック神学院 10,000,000
福岡コレジオ 9,481,250
大神学生諸経費 3,738,251
助祭生活費 0

司祭生涯養成費 6,404,147

黙想研修会 4,404,147
海外留学費 2,000,000

不動産管理費 1,383,431

管理費 585,775

租税公課 797,656

人件費 326,720,398

聖職者（本部関係） 28,703,240

聖職者（小教区） 175,890,000

引退司祭 14,859,640

職員（本部関係） 53,000,728

職員（小教区） 54,266,790

福利厚生費 41,654,505

法定福利費（本部） 32,609,006

法定福利費（小教区） 3,116,287

福利厚生費 1,993,428

福利厚生費（医療費） 2,468,284

医療共済制度（カリス） 1,467,500

維持管理費 19,492,186

大司教館 12,127,779

カトリックセンター（管理部門） 7,364,407

事務費 14,866,644

教区管理費 14,045,657

法人事務所 820,987

2015年度決算に関する報告　カトリック長崎大司教区

科　　目 決算額

収
益
事
業
収
入

宿泊収入 45,114,207
会議室収入 2,228,250
レストラン収入 10,633,990
売店収入 364,583
営業雑収入 673,694

受取利息収入 2,234
雑収入 81,838
預り金等収支差額 51,199
積立金取崩収入 8,408,640

前年度繰越金 1,663,056

収入の部合計 69,221,691

科　　目 決算額

その他の支出 6,642,476

巡礼センター業務委託料 600,000
退職引当金繰入支出 0
非課税事業支出 6,042,476

雑費 255,410

２．財務支出の部 70,569,302

財務支出 155,190

利子支払（借入金） 155,190
積立金支出 35,234,000

司教活動資金 3,000,000
不動産取得資金 30,000,000
その他支出 0
退職引当金繰入支出 2,234,000

その他 35,180,112

社会保険料等立替金 35,180,112
３．次年度繰越金 49,284,347

支出の部合計 656,562,626

〔収入の部〕 〔支出の部〕

科　　目 決算額

食材仕入支出 4,975,657
売店仕入支出 504,441
消耗品費 2,965,595
通信費 421,609
旅費交通費 73,560
水道光熱費 5,173,681
接待交際費 32,741
諸会費 105,000
車輌費 364,026
修繕費 128,088
保険料 463,670
保健衛生費 1,765,166
公租公課 4,914,103
リース料 278,553
広告宣伝費 49,320
支払手数料 1,514,046
雑費 1,582,952
寄付金 1,950,000
研修費 27,590
給料手当 21,145,385
福利厚生費 299,747
法定福利費 1,631,474
備品取得支出 2,000,840

次年度繰越金 16,854,447

支出の部合計 69,221,691

〔支出の部〕

カトリックセンター事業部門
〔収入の部〕

ぶ
ど
う
園

▼
原
爆
・
す
べ
て
の
戦
争
犠

牲
者
追
悼
ミ
サ　

８
月
６
日

㈯
８
時
、浦
上
教
会
被
爆
マ

リ
ア
小
聖
堂
。
教
区
平
和
推

進
委
員
会
主
催
。

▼
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭　

８
月
８
日
㈪
19
時
、長
崎
市

松
山
町
原
爆
落
下
中
心
地
。

雨
天
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
。
長
崎
県
宗
教
者
懇
話

会
主
催
。

▼
平
和
祈
願
祭　

８
月
９
日

㈫
18
時
、浦
上
教
会
で
ミ
サ
。

20
時
、平
和
公
園
へ
た
い
ま

つ
行
列
（
※
雨
天
中
止
）。
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2015年度決算に関する報告　72小教区決算集計表
〔収入の部〕

〔支出の部〕

科　　目 決算額

１．経常収入の部 1,102,642,454

献金収入 795,758,591

教会維持費 407,524,242
ミサ献金 118,088,574
ミサ奉納金 179,338,000
祭儀献金 53,060,842
その他の献金 37,746,933

寄付金収入 70,089,948

一般寄付金 43,291,630
指定寄付金 9,205,947
司祭寄付金 9,572,389
修道会寄付金 915,000
その他の寄付金 7,104,982

その他の収入 61,183,163

教区補助金収入 2,142,854
受取利息収入 684,081
墓地納骨堂管理費収入 9,197,213
行事収入 8,398,053
非課税事業収入 3,033,029
雑収入 37,727,933

預り金収入 175,610,752

教区費 115,421,873
神学生養成援助費（封筒） 11,319,174
児童福祉の日献金 2,329,200
世界広報の日献金 2,241,405
聖ペトロ使徒座への献金 2,367,345
世界難民移住移動者の日献金 2,554,581
世界宣教の日献金 2,227,854
宣教地司祭育成の日献金 2,207,245
特別献金 8,150,108
預り金 2,237,622
一菜募金 5,919,879
クリスマス募金 4,428,639
カリタスジャパン募金 7,510,159
その他の募金 6,695,668

２．財務収入の部 340,503,780

内部借入金収入 174,700,000
外部借入金収入 0
特別目的預金取崩収入 33,813,350
境内地拡張費積立金収入 11,578,300
境内建物建設増改築積立金収入 72,035,630
土地売却代金収入 0
修理費積立金収入 16,997,596

科　　目 決算額

１．経常支出の部 994,809,173

小計Ⅰ 812,836,709

祭儀費 48,059,026
教化費 18,637,275
教育養成費 30,130,482
図書費 6,539,437
出版刊行費 10,104,547
行事費 40,777,978
負担金 21,917,565
維持管理費 43,841,060
備品修繕費 19,852,844
保守管理費 11,716,633
墓地管理費 7,235,690
保険料 25,955,242
給与手当 213,512,818
雑給与 31,564,231
退職金 2,695,000
福利厚生費 11,459,723
法定福利費 4,589,354
会議費 3,540,129
消耗品費 23,032,275
器具備品費 17,060,614
リース料 21,364,250
通信費 13,243,346
旅費交通費 11,241,559
自動車諸費 20,813,444
水道光熱費 78,802,862
接待交際費 18,323,298
公租公課 1,319,772
支払利息 0
補助金支出 18,357,610
支払手数料 129,920
非課税事業支出 2,144,064
雑費 27,064,661

科　　目 決算額

司祭活動費補助 7,810,000
小計Ⅱ（預り金支出） 181,972,464

教区費 114,014,926
神学生養成援助費（封筒） 11,275,224
児童福祉の日献金 2,330,298
世界広報の日献金 2,238,218
聖ペトロ使徒座への献金 2,368,736
世界難民移住移動者の日献金 2,591,824
世界宣教の日献金 2,281,065
宣教地司祭育成の日献金 2,216,800
特別献金 12,046,586
預り金 3,844,012
一菜募金 5,762,967
クリスマス募金 4,491,058
カリタスジャパン募金 7,699,552
その他の募金 8,811,198

２．財務支出の部 395,765,424

内部借入金返済支出 207,866,000
外部借入金返済支出 13,500,000
土地取得支出 2,877,297
建物取得支出 331,620
構築物購入支出 24,510,462
器具備品購入支出 5,744,502
特別目的預金積立支出 91,800,410
境内建物建設増改築基金 2,465,405
小教区互助基金 19,500,000
その他の支出 27,169,728

３．次年度繰越金 773,489,929

支出の部合計 2,164,064,526

科　　目 決算額

雑収入 13,367,685
教会建設積立繰越金受入 17,796,959
教会建設献金受入 8,550
教会建設寄付金受入 205,710

３．前年度繰越金 720,918,292

収入の部合計 2,164,064,526

2014年度 2015年度

世帯数 18,062 18,013
①維持費 / 世帯数 / 月 1,871 1,885
②教区費 / 世帯数 / 月 537 534
③教区費 / 維持費（％） 28.7 28.3
④ミサ奉納金 / 世帯数 / 月 885 830
⑤ミサ献金 / 世帯数 / 月 532 546

2016年 四旬節愛の献金
総額 ６, ９９６, ８７５円（6/28 現在）

　上記献金の他、直接カリタスジャパンへご送金いただ
いている分もあります。皆様のご支援、ご協力に心から
感謝申し上げます。

カリタスジャパン長崎支部

会
計
報
告
―
15
年
度
決
算
書
を
受
け
て

　

宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
長

崎
大
司
教
区
の
収
支
決
算
書

が
６
月
21
日
、教
区
顧
問
会

で
承
認
さ
れ
た
。

　

大
浦
天
主
堂
拝
観
料
に
依

存
し
た
教
区
運
営
か
ら
脱
却

で
き
な
い
で
い
る
の
が
現

状
で
、財
政
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
再
開
さ
せ
、将
来

を
見
据
え
た
改
善
策
を
具
体

的
に
検
討
す
る
よ
う
指
摘
が

あ
っ
た
。

　

昨
年
は
信
徒
発
見
１
５
０

周
年
を
迎
え
、14
年
度
分
と

合
わ
せ
て
、収
入
合
計
が
２

千
７
７
０
万
円
、支
出
合
計

が
４
千
２
４
１
万
円
と
な

り
、う
ち
２
千
87
万
円
が
皆

様
か
ら
の
寄
付
と
な
っ
て
い

る
。
皆
様
の
ご
厚
意
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

教
区
顧
問
会
が
６
月
21
日

（
火
）、大
司
教
館
で
開
催
さ

れ
た
。
ま
ず
、
２
０
１
５
年

度
収
支
決
算
書
案
が
審
議
さ

れ
、同
決
算
書
と
し
て
承
認

さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、小
教
区
互
助

基
金
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

現
行
の
「
10
万
円
に
つ
き
１

０
０
円
の
協
力
金
」
を
、現

在
の
低
金
利
の
経
済
状
況
に

照
ら
し
て
見
直
し
、50
円
と

し
た
。
ま
た
、貸
し
付
け
の

上
限
額
に
つ
い
て
も
、現
行

の
「
小
教
区
が
預
託
し
た
金

額
の
10
倍
」
に
加
え
て
、預

託
金
全
体
額
も
考
慮
し
、そ

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ

と
も
条
件
に
加
え
た
。
同
基

金
は
６
月
18
日
時
点
で
、24

の
教
会
が
総
額
約
３
億
５
千

万
円
を
預
託
し
、
２
つ
の
教

会
に
合
わ
せ
て
約
２
億
１
千

万
円
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

今
後
、教
会
の
改
築
を
予
定

　

な
お
、
６
面
掲
載
の
「
教

会
保
全
基
金
規
約
」
は
、大

浦
天
主
堂
拝
観
料
を
昨
年
値

上
げ
し
た
分
の
一
部
を
原
資

と
し
て
、将
来
に
わ
た
っ
て

教
会
を
保
全
し
て
い
く
た
め

に
積
み
立
て
て
お

く
基
金
で
あ
り
、

そ
の
用
途
は
第
７

条
で
規
定
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、「
関
連

施
設
管
理
お
よ
び

整
備
事
業
費
補
助

金
交
付
要
綱
」
は
、

小
教
区
が
管
理
す

る
関
連
施
設
（
殉

教
碑
や
記
念
碑
な

ど
）
に
関
す
る
要

綱
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、小
教

ウルトレヤ開催のご案内
◆ 9月22日㈭ 下五島地区 福江教会
◆ 10月10日㈪ 上五島地区 青方教会
◆ 11月 3日㈭ 佐世保地区 佐々教会
◆ 11月23日㈬ 平戸地区 田平教会
◆ 1月 9日㈪ 長崎地区 浦上教会
　申し込みは所属小教区の世話役へ。問い合
わせはクルシリヨ事務局（西尾）まで。

TEL ０７０- ２３７９- ３０２２

し
て
い
る
小
教
区
も
あ

る
こ
と
か
ら
、さ
ら
に

多
く
の
小
教
区
に
参
加

を
呼
び
掛
け
る
こ
と
も

申
し
合
わ
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
教
会
堂
な
ど
の

「
大
規
模
保
存
修
理
計
画
」

が
提
出
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、県
や
市
町
と
協
議
し
な

が
ら
、順
次
大
規
模
保
存
修

理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

ま
た
、大
浦
天
主
堂
が
教

皇
庁
典
礼
秘
跡
省
か
ら
小
バ

ジ
リ
カ
（Basilica M

inor

）

と
し
て
正
式
に
認
可
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、司
祭
引
退
後
の
施
設
に

関
す
る
こ
と
、日
本
二
十
六

聖
人
殉
教
祭
の
開
催
日
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、次

回
ま
で
に
地
区
司
祭
集
会
や

地
区
評
議
会
で
の
意
見
を
聴

く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ

け
、引
退
し
た
司
祭
の
施
設

に
つ
い
て
は
、議
論
の
深
ま

り
が
期
待
さ
れ
る
。

区
単
独
で
は
整
備
で
き
な
い

場
合
、ま
ず
は
当
該
地
区
全

体
で
対
応
し
、地
区
で
の
対

応
も
困
難
な
場
合
に
は
、教

区
に
補
助
金
を
申
請
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、目

を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
区
会
計　

岩
本
繁
幸

教
区
顧
問
会

互
助
基
金
参
加
を
呼
び
掛
け

▼
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
平
和

を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト　

８
月

11
日
㈭
14
時
開
演
、深
堀
教

会
。
教
区
平
和
推
進
委
員
会

主
催
。

▼
聖
母
平
和
祈
願
祭　

８
月

15
日
㈪
13
時
、ア
ル
カ
ス
Ｓ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
。

▼
教
派
を
超
え
て
祈
り
と
食

事
を
共
に
す
る
集
い
「
朝
祷

会
」　

⃝
長
崎
・
第
３
火
曜 

８
月
16
日
㈫
７
時
半
、日
本

基
督
教
団
長
崎
古
町
教
会　

⃝
大
村
・
第
３
水
曜 

８
月

17
日
㈬
７
時
、日
本
バ
プ
テ

ス
ト
連
盟
大
村
古
賀
島
キ
リ

ス
ト
教
会　

⃝
佐
世
保
・
第

３
木
曜 

８
月
18
日
㈭
７
時

半
、佐
世
保
グ
レ
ー
ト
ハ
ー

ベ
ス
ト
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
。

▼
教
区
結
婚
講
座　

９
月
６

日
～
11
月
８
日
の
毎
週
火
曜

日
の
連
続
10
回
。
19
時
～
21

時
。カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
。

申
込
先
・
教
区
家
庭
委
員
会
。

℡
０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
５
０

▼
大
村
殉
教
祭　

９
月
11
日

㈰
13
時
、シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お

む
ら
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
。
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教
会
保
全
基
金 

規
約

（
名
称
）

第
１
条 

こ
の
基
金
は
、教
会
保
全
基
金（
以
下『
基
金
』

と
い
う
。）
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
２
条 

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
（
以
下
『
長
崎

教
区
』
と
い
う
。）
に
と
っ
て
す
べ
て
の
教

会
は
同
じ
よ
う
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
故

に
保
全
に
多
額
の
支
出
を
伴
う
場
合
、あ
る

い
は
共
同
体
が
少
人
数
で
あ
る
が
故
に
保
全

の
支
出
を
計
上
で
き
な
い
場
合
等
が
あ
る
。

 

　

こ
の
基
金
は
、教
会
を
は
じ
め
と
し
た
長

崎
教
区
所
有
の
資
産
に
関
し
て
、当
該
共
同

体
の
み
で
は
保
全
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、

そ
の
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
助
成
す
る

と
と
も
に
、そ
の
資
金
の
確
保
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
基
金
の
構
成
）

第
３
条 

基
金
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
も
っ

て
構
成
す
る
。

(1) 

国
宝
大
浦
天
主
堂
拝
観
料
の
一
部
。
そ

の
割
合
は
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(2) 

長
崎
の
教
会
を
後
世
に
つ
な
ぐ
基
金
か

ら
の
繰
入
金
。

(3) 

国
庫
補
助
を
伴
う
補
修
事
業
に
対
す
る

指
定
寄
附
金
。

(4) 

補
修
事
業
に
伴
う
国
、県
お
よ
び
市
町

か
ら
の
補
助
金
。

(5) 

財
産
か
ら
生
じ
る
収
入
。

(6) 

そ
の
他
の
収
入
。

２ 

前
項
第
２
号
、第
３
号
、第
４
号
よ
り
繰
り
入

れ
ら
れ
た
現
金
は
、そ
の
目
的
の
た
め
に
の

み
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
）

第
４
条 

基
金
を
管
理
す
る
の
は
教
区
顧
問
会
で
あ

る
。

２ 

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、金
融
機
関
へ
の
預

金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ

り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
）

第
５
条 

基
金
よ
り
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、長
崎

教
区
顧
問
会
が
定
め
る
書
式
に
従
っ
て
申
請

す
る
も
の
と
す
る
。

（
趣
旨
）

第
１
条 

こ
の
要
綱
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区

（
以
下
『
教
区
』
と
い
う
。）
が
所
有
す
る
関

連
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、お
よ
び
整
備
事

業
費
補
助
金
（
以
下
「
補
助
金
」
と
い
う
。）

の
交
付
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
２
条 

こ
の
要
綱
に
お
い
て
、次
の
各
号
に
掲
げ
る

用
語
の
意
義
は
、そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1) 

関
連
施
設　
　

殉
教
地
お
よ
び
殉
教
者

を
想
起
さ
せ
る
記
念
碑
等
、教
会
歴
史

に
関
わ
る
土
地
お
よ
び
記
念
碑
等
、記

念
館
、天
然
記
念
物
、太
陽
光
発
電
等
の

事
業
を
伴
う
場
所
お
よ
び
設
置
物
、そ

の
他
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
い
う
。

(2) 

整
備
事
業　
　

関
連
施
設
の
整
備
及
び

修
繕
で
、教
区
長
も
し
く
は
関
連
施
設

の
存
す
る
当
該
地
区
の
地
区
長
が
認
め

た
も
の
を
い
う
。
そ
の
際
、将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
管
理
可
能
か
の
検
討
を
行

う
も
の
と
す
る
。

（
関
連
施
設
の
管
理
）

第
３
条 

関
連
施
設
は
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
分
類
さ
れ
、各
々
そ
の
管
理
主
体
が
管

理
責
任
を
負
う
。

(1) 
教
区
が
管
理
す
る
関
連
施
設
。た
だ
し
、

個
別
に
覚
書
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、

管
理
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
小
教
区

も
し
く
は
他
の
管
理
団
体
に
委
ね
る
こ

と
が
で
き
る
。

(2) 

小
教
区
（
単
独
・
複
数
問
わ
ず
）
が
管

理
し
、か
つ
当
該
地
区
主
催
も
し
く
は

共
催
の
殉
教
祭
等
に
関
係
の
あ
る
関
連

施
設
。

(3) 

小
教
区
（
単
独
・
複
数
問
わ
ず
）
が
管

理
し
、か
つ
当
該
地
区
主
催
も
し
く
は

共
催
の
殉
教
祭
等
が
行
わ
れ
な
い
関
連

施
設
。

(4) 

そ
の
他
特
定
の
団
体
が
管
理
す
る
関
連

施
設
。

関
連
施
設
管
理
お
よ
び
整
備
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱

（
決
定
）

第
６
条 

教
区
顧
問
会
は
小
教
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
請

書
の
内
容
を
吟
味
し
、助
成
の
是
非
を
決
定
す

る
。
た
だ
し
、事
前
に
教
区
経
済
問
題
評
議
会

の
諮
問
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 

教
区
顧
問
会
は
申
請
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら

3
ヶ
月
以
内
に
、そ
の
是
非
を
文
書
で
申
請
者

に
伝
え
る
も
の
と
す
る
。

（
対
象
）

第
７
条 

基
金
よ
り
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

(1) 

世
界
遺
産
や
文
化
財
指
定
さ
れ
た
資
産

が
、別
に
定
め
る「
包
括
的
維
持
管
理
計
画
」

に
沿
っ
た
大
規
模
な
補
修
を
行
う
と
き
。

(2) 

当
該
共
同
体
が
少
人
数
で
あ
る
が
故
に
、

資
産
の
補
修
を
単
独
で
は
行
え
な
い
と

き
。

(3) 
自
然
災
害
等
不
可
抗
力
の
理
由
に
よ
る
復

旧
工
事
で
、助
成
が
適
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

(4) 

そ
の
他
、教
区
顧
問
会
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
。

（
繰
替
運
用
）

第
８
条 

教
区
顧
問
会
は
、財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、期
間
を
定

め
て
、基
金
に
属
す
る
現
金
を
不
動
産
取
得
資

金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
細
則
）

第
９
条 

本
規
約
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
細
則
は
、教

区
顧
問
会
の
議
決
を
経
て
、代
表
役
員
が
こ
れ

を
定
め
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

附
則１ 

本
規
定
は
、
２
０
１
５
年
９
月
15
日
開
催
の
教

区
顧
問
会
の
決
議
と
同
日
の
髙
見
三
明
大
司
教

の
承
認
に
よ
っ
て
、
２
０
１
５
年
10
月
１
日
よ

り
発
効
す
る
。

　

細
則１ 

第
３
条
第
１
項
第
１
号
に
定
め
る
「
国
宝
大
浦

天
主
堂
拝
観
料
の
一
部
」
と
は
、
２
０
１
５
年

７
月
１
日
に
値
上
げ
し
た
分
の
う
ち
、「
大
浦

天
主
堂
物
語
」
の
本
代
と
し
て
長
崎
の
教
会
群

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
納
入
す
べ

き
額
を
差
し
引
い
た
額
と
す
る
。

（
関
連
施
設
の
整
備
事
業
）

第
４
条 

前
条
の
分
類
に
よ
り
、整
備
事
業
を
行
う
主
体

は
そ
の
管
理
者
と
し
、次
の
通
り
定
め
る
。

(1) 

前
条
第
１
号
に
定
め
る
関
連
施
設
の
整
備

事
業
は
教
区
が
行
う
。

(2) 

前
条
第
２
号
に
定
め
る
関
連
施
設
の
整
備

事
業
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
費
用
が
高
額

と
な
る
場
合
、管
理
者
は
そ
の
所
属
す
る

地
区
評
議
会
に
諮
り
、当
該
地
区
評
議
会

も
し
く
は
当
該
地
区
に
所
属
す
る
小
教
区

全
体
に
寄
付
等
の
援
助
を
申
し
入
れ
る
。

さ
ら
に
教
区
に
補
助
金
を
求
め
る
場
合
に

は
、当
該
地
区
長
お
よ
び
管
理
者
の
連
名

で
も
っ
て
、補
助
金
交
付
を
申
請
す
る
も

の
と
す
る
。

(3) 

前
条
第
３
号
に
定
め
る
関
連
施
設
の
整
備

事
業
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
費
用
が
高
額

と
な
る
場
合
、管
理
者
は
そ
の
所
属
す
る

地
区
長
に
諮
っ
た
上
で
、教
区
に
補
助
金

交
付
を
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

当
該
地
区
内
の
協
力
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
。

(4) 

前
条
第
４
号
に
定
め
る
関
連
施
設
の
整
備

事
業
に
関
し
て
は
、管
理
者
と
教
区
が
個

別
に
覚
書
を
交
わ
す
も
の
と
す
る
。

（
補
助
金
対
象
経
費
及
び
補
助
金
の
額
）

第
５
条 

補
助
金
の
交
付
の
対
象
経
費
は
、教
区
長
が
整

備
事
業
の
実
施
に
必
要
と
認
め
る
経
費
と
し
、

補
助
金
の
額
は
対
象
経
費
の
２
分
の
１
又
は
１

０
０
０
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
限
度
と
す

る
。

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
補
助
金
の
額
に

１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、そ

の
端
数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

３ 

前
条
第
１
号
、第
２
号
お
よ
び
第
４
号
に
よ
る

補
助
金
は
、不
動
産
取
得
資
金
か
ら
の
支
出
と

す
る
。

４ 

前
条
第
３
号
に
よ
る
補
助
金
は
、教
会
保
全
基

金
か
ら
の
支
出
と
す
る
。
従
っ
て
、補
助
金
を

受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、教
会
保
全
基
金
規
約

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５ 

上
記
の
規
程
に
関
わ
ら
ず
、拝
観
料
や
入
場
料

を
一
般
よ
り
徴
収
し
、か
つ
小
教
区
で
採
算
独

立
体
制
を
と
っ
て
い
る
関
連
施
設
に
関
し
て

は
、原
則
と
し
て
補
助
金
は
出
さ
な
い
も
の
と

す
る
。

（
交
付
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
６
条 

補
助
金
等
交
付
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
書
類

は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

(1) 

事
業
計
画
書
（
写
真
付
き
で
説
明
さ
れ
る

も
の
が
望
ま
し
い
）

(2) 

収
支
予
算
書

(3) 

そ
の
他
教
区
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
交
付
の
決
定
）

第
７
条 

教
区
顧
問
会
は
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
内
容
を

吟
味
し
、補
助
金
の
是
非
を
決
定
す
る
。

２ 

教
区
顧
問
会
は
申
請
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら

３
ヶ
月
以
内
に
、そ
の
是
非
を
文
書
で
管
理
者

に
伝
え
る
も
の
と
す
る
。

（
交
付
の
条
件
）

第
８
条 

補
助
金
の
交
付
に
付
す
る
条
件
は
、次
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。

(1) 

整
備
事
業
の
内
容
又
は
整
備
事
業
に
要
す

る
経
費
の
配
分
の
変
更
を
す
る
場
合
は
、

変
更
承
認
申
請
書
を
教
区
長
に
提
出
し

て
、そ
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、

整
備
事
業
に
要
す
る
経
費
の
20
パ
ー
セ
ン

ト
以
内
の
経
費
の
配
分
の
変
更
に
つ
い
て

は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

(2) 

整
備
事
業
を
中
止
し
、又
は
廃
止
す
る
場

合
は
、あ
ら
か
じ
め
教
区
長
の
承
認
を
受

け
る
こ
と
。

(3) 

整
備
事
業
が
予
定
の
期
間
内
に
完
了
し
な

い
場
合
又
は
整
備
事
業
の
遂
行
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
教
区
長
に
報

告
し
て
、そ
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
。

（
そ
の
他
）

第
９
条 

こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、こ
の
要
綱

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、教
区
顧
問
会

の
議
決
を
経
て
、教
区
長
が
別
に
定
め
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

附
則１ 

本
要
綱
は
、
２
０
１
６
年
３
月
14
日
開
催
の
教

区
顧
問
会
の
決
議
と
同
日
の
教
区
長
の
承
認
に

よ
っ
て
、
２
０
１
６
年
４
月
１
日
よ
り
発
効
す

る
。
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５
月
13
日
（
金
）、タ
イ
の

サ
ン
タ
ク
ル
ズ
女
子
修
道
会

学
校
か
ら
30
人
の
教
育
研
修

団
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
前

日
ま
で
に
、幾
つ
か
の
幼
稚

園
・
小
学
校
の
視
察
を
終
え
、

聖
マ
リ
ア
学
院
で
の
最
後
の

１
日
研
修
で
し
た
。
研
修
会

の
中
に
本
校
児
童
と
の
交
流

会
を
持
ち
、み
ん
な
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
子
ど
も
た
ち

は
、「
習
字
」

教
室
に
お
招

き
し
ま
し

た
（
写
真
）。

早
速
、子
ど
も
た
ち
が
書
い

た
文
字
の
意
味
を
聞
い
て
、

タ
イ
文
字
で
挑
戦
。「
う
わ

お
！
」
タ
イ
の
文
字
を
見
て

目
を
丸
く
し
た
子
ど
も
た
ち

の
驚
き
の
声
。
そ
の
後
は
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
枚
の
半

紙
に
交
代
で
「
そ
ら
・
に
じ
・

心
・
花
・
愛
…
…
」
な
ど
を

書
い
て
い
ま
し
た
。
タ
イ
の

人
に
も
一
緒
に
書
い
て
い
た

だ
く
こ
と
で
お
互
い
の
緊
張

も
解
け
、最
後
に
は
、「
名
前

を
書
い
て
」
と
お
願
い
さ
れ

る
と
、子
ど
も
た
ち
は
自
慢

げ
に
自
分
の
名
前
を
漢
字
で

書
い
て
い
ま
し
た
。
タ
イ
の

人
に
名
前
を
お
願
い
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
、子
ど
も
た

ち
は
興
味
津
々
で
「
何
て
読

む
の
か
な
あ
？
」
と
一
生
懸

命
に
考
え
て
い
た
り
、自
分

の
名
前
を
タ
イ
の
文
字
で
書

い
て
も
ら
っ
た
グ
ル
ー
プ
で

は
、と
て
も
嬉
し
そ
う
に
見

せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

他
の
学
年
は
、折
り
紙
や

け
ん
玉
、す
ご
ろ
く
な
ど
で

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、自
分
た

ち
で
点
て
た
お
茶
で
お
も
て

な
し
を
し
た
り
し
て
、日
本

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
交

タ
イ
の
教
育
研
修
団
、

聖
マ
リ
ア
学
院
を
訪
問

信
仰
伝
達
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
と
は

中
町
で
日
カ
連
長
崎
総
会

　

５
月
16
日
（
月
）
と
17
日

（
火
）
の
２
日
間
、日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
女
性
団
体
連
盟
（
日

カ
連
）
長
崎
総
会
が
中
町
教

会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
カ
連
（
顧
問 

浜
口
末

男
司
教
）
と
は
、「
い
の
ち
・

家
庭
・
召
命
」
の
３
本
柱
を

中
心
に
、唯
一
司
教
団
よ
り

承
認
さ
れ
た
女
性
団
体
と
し

て
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。
長
崎
教
区
評
議
会
女
性

部
は
こ
の
活
動
方
針
を
共
有

し
、『
い
の
ち
を
守
る
運
動
』

基
金
を
集
め
る
活
動
や
、団

体
へ
加
盟
を
し
て
い
る
全
国

の
女
性
の
皆
さ
ん
の
活
動
内

容
を
聞
い
て
思
い
を
分
か
ち

合
う
た
め
、各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
総
会
へ
毎
年
参
加
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
長
崎
で

行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
１
日
目
は

あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、全
国
各
地
か
ら
75

人
、ま
た
長
崎
教
区
内
か
ら

１
４
７
人
が
参
加
さ
れ
、各

団
体
の
充
実
し
た
興
味
深
い

活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
地
震
で
大
き
な
被

害
に
遭
わ
れ
た
熊
本
県
か
ら

も
参
加
が
あ
り
、被
災
状
況

や
災
害
に
遭
っ
た
時
の
心
構

え
な
ど
、被
災
し
た
か
ら
こ

そ
分
か
る
貴
重
な
体
験
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、長
崎

教
区
の
皆
さ
ん
で
大
浦
天
主

堂
へ
巡
礼
に
行
き
、サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
へ
祈
り
を
捧
げ
、女

性
部
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
く
た
め
の
お
恵

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
髙
見
大
司
教
様

よ
り「
シ
ノ
ド
ス
に
つ
い
て
」

の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
後
、女
性
と
し

て
妻
と
し
て
母
と
し
て
信
仰

を
伝
え
る
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
、参
加
者
は
真
剣
に

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
最

後
に
行
わ
れ
た
派
遣
ミ
サ
に

は
、参
加
申
し
込
み
を
し
て

い
な
か
っ
た
長
崎
教
区
の

方
々
も
参
加
を
さ
れ
、中
町

教
会
聖
堂
内
は
参
加
者
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

全
員
で
祈
り
を
捧
げ
、最
後

に
は
皆
さ
ん
笑
顔
で
次
回
の

開
催
地
仙
台
で
の
再
会
を
誓

い
、祝
福
の
う
ち
に
総
会
を

終
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、こ
の
長
崎
総
会

開
催
の
た
め
に
、事
前
準
備

か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
女
性
部

新
し
さ
へ
の
挑
戦
を

２
０
１
６
年
教
区
司
祭
黙
想
会

　

５
月
24
日
（
火
）
～
27
日

（
金
）、大
司
教
館
で
教
区
司

祭
黙
想
会
が
行
わ
れ
た
。
教

区
司
祭
全
員
が
一
堂
に
会
す

る
年
と
な
っ
た
今
回
は
、聖

パ
ウ
ロ
修
道
会
日

本
管
区
長
の
鈴
木

信
一
師
に
黙
想
指

導
を
受
け
た
。
鈴

木
師
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も

挑
戦
す
る
気
持
ち
を
保
つ
こ

と
、新
し
さ
へ
の
挑
戦
を
呼

び
掛
け
た
。

　
「
最
も
大
切
な
こ
と
と
し

て
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
に

伝
え
た
の
は
、わ
た
し
も
受

け
た
も
の
で
す
」（
Ⅰ
コ
リ

ン
ト
15
・
３
）。
す
な
わ
ち
、

キ
リ
ス
ト
が
私
た
ち
の
罪
の

た
め
に
死
ん
だ
こ
と
、葬
ら

れ
た
こ
と
、聖
書
に
書
い
て

あ
る
と
お
り
３
日
目
に
復
活

し
た
こ
と
、使
徒
た
ち
に
現

れ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
主
の

「
出
来
事
」
を
、最
も
大
切
な

こ
と
と
し
て
教
区
全
体
が
共

通
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

長
崎
教
区
は
困
難
を
前
に
し

て
も
挑
戦
で
き
る
し
、新
し

く
な
れ
る
。
そ
の
中
で
司
祭

は
、感
謝
の
祭
儀
に
立
つ
こ

大
槌
ベ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 
⃝

９
月
15
日
㈭
～
21
日
㈬ 

（
８
／
17
締
切
）

 
⃝

10
月
13
日
㈭
～
19
日
㈬ 

（
９
／
14
締
切
）

 
⃝

11
月
10
日
㈭
～
16
日
㈬ 

（
10
／
12
締
切
）

　

申
し
込
み
は
所
属
小
教
区
へ
。
問
い
合
わ
せ
は
教
区
本

部
事
務
局
（
松
尾
）
ま
で
。

TEL

０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
５
０

FAX

０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
６
０

流
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
時
は
、全
校
児

童
で
玄
関
か
ら
見
送
り
を
し

ま
し
た
。
姿
が
見
え
な
く
な

る
ま
で
互
い
に
ず
っ
と
手
を

振
り
続
け
て
見
送
る
姿
に
、

国
際
交
流
の
意
義
を
感
じ
ま

し
た
。国
際
交
流
を
通
し
て
、

タ
イ
の
国
の
こ
と
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、日
本
の
良
さ
を

あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

聖
マ
リ
ア
学
院
小
学
校

教
諭　

田
中
希
歩

　

48
年
神
言
修
道
会
志
願

者
、53
年
５
月
名
古
屋
・
神

言
神
学
院
で
初
誓
願
、58
年

５
月
神
言
神
学
院
で
終
生
誓

願
。
59
年
１
月
４
日
名
古

屋
・
南
山
教
会
で
司
祭
叙
階
。

同
年
南
山
教
会
助
任
、60
年

長
崎
南
山
中
高
校
教
諭
、聖

ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院
指
導
司

祭
、64
年
名
古
屋
・
南
山
中

高
校
教
諭
、66
年
米
国
・
カ

ト
リ
ッ
ク
大
学
で
教
育
学
専

攻
、69
年
イ
タ
リ
ア
で
第
三

　

１
９
４
９
年
10
月
30
日
行

橋
市
生
ま
れ
、新
田
原
教
会

出
身
。
中
学
卒
業
後
10
年
間

社
会
生
活
。
25
歳
で
サ
レ
ジ

オ
高
校
入
学
。
87
年
３
月
７

日
東
京
・
碑
文
谷
教
会
で
司

祭
叙
階
。
日
向
学
院
中
学
・

高
等
学
校
勤
務
、育
英
高
専

施
設
管
理
課
長
技
術
開
発
主

幹
、語
学
研
修
館
大
分
ス
タ

デ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
、愛
野
主

任
・
小
さ
き
花
の
幼
稚
園
園

長
な
ど
歴
任
。
２
０
１
１
年

京
都
を
離
れ
、「
と
き
わ
荘
」

で
生
活
し
て
い
た
。

　

長
男
の
髙
田
裕
和
師
は
、

「
父
は
若
い
頃
、教
会
で
聴
覚

障
が
い
者
の
方
と
出
会
っ
た

時
、自
ら
手
話
を
学
び
、そ
の

方
た
ち
の
日
常
生
活
や
信
仰

生
活
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
人
の
た
め
に
生
き
る

の
で
は
な
く
、人
と
生
き
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
生

き
た
人
で
し
た
。
病
院
で
、

痰
の
吸
引
を
し
て
も
ら
う

　

５
月
17
日
逝
去
。
87
歳
。

　

１
９
２
８
年
４
月
22
日
五

　

５
月
20
日
逝
去
。
88
歳
。

　

１
９
２
７
年
７
月
14
日
東

京
・
本
所
生
ま
れ
。

　

６
月
８
日
、肺
塞
栓
症
の

た
め
愛
野
記
念
病
院
で
逝

去
。
66
歳
。

　

６
月
１
日
、長
崎
あ
じ
さ

い
病
院
で
逝
去
。
87
歳
。

　

８
年
前
か
ら
住
み
慣
れ
た

ピ
オ

中
島 

優
神
父

　
（ 

コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル 

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
）

ボ
ナ
ベ
ン
ツ
ゥ
ラ

春
日
井
直
吉
神
父

（
神
言
修
道
会
）

ヨ
ゼ
フ

古
木
眞
理
一
神
父

（
サ
レ
ジ
オ
修
道
会
）

レ
オ

髙
田
和
夫
さ
ん

（
マ
リ
ア
会
・
髙
田
裕
和
師
の
父
）

４
月
長
崎
教
区
本
部
事
務
局

次
長
、そ
の
後
、長
崎
教
会
管

区
カ
リ
タ
ス
大
槌
ベ
ー
ス
長

を
兼
任
。
14
年
６
月
時
津
主

任
。
15
年
６
月
か
ら
病
気
療

養
。
信
仰
あ
つ
く
、若
者
や

子
ど
も
た
ち
、多
く
の
人
々

と
交
わ
り
、親
し
ま
れ
た
。

　

通
夜
は
６
月
10
日
、同
会

日
本
管
区
長
の
山
野
内
倫
昭

師
に
よ
り
、葬
儀
・
告
別
式
は

11
日
、髙
見
三
明
大
司
教
に

よ
り
浦
上
教
会
で
行
わ
れ
た
。

時
、そ
の
苦
し
み
か
ら
血
相

を
変
え
て
力
い
っ
ぱ
い
抵
抗

し
て
い
て
も
、終
わ
る
と
看

護
師
さ
ん
に
、『
お
お
き
に
、

あ
り
が
と
う
』
と
声
を
掛
け

て
い
ま
し
た
。
父
の
生
き
方

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
３
日
、

小
ヶ
倉
教
会
で
髙
田
師
の
主

司
式
の
も
と
、マ
リ
ア
会
員

は
じ
め
十
数
人
の
司
祭
の
共

同
司
式
で
執
り
行
わ
れ
た
。

修
練
期
、70
年
松
山
・
愛
光

学
院
教
諭
、74
年
名
古
屋
・

ヨ
ハ
ネ
館
館
長
、南
山
高
校

（
男
子
部
）
教
諭
、79
年
名
古

屋
・
知
立
主
任
（
兼
任
）、81

年
小
教
区
手
伝
い
、83
年
神

言
神
学
院
、99
年
名
古
屋
・

東
海
主
任
、
２
０
０
３
年
多

治
見
修
道
院
（
会
計
）、08
年

名
古
屋
・
平
針
教
会
居
住
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
５
月
23

日
、松
浦
悟
郎
司
教
に
よ
り

平
針
教
会
で
執
り
行
わ
れ
た
。

島
市
岐
宿
町
生
ま
れ
。
４
月

23
日
水
ノ
浦
教
会
で
受
洗
。

　

45
年
入
会
、47
年
有
期
誓

願
、51
年
終
生
誓
願
。
55
年

１
月
６
日
本
河
内
教
会
で
司

祭
叙
階
。
同
年
兵
庫
・
仁
川

修
道
院
、57
年
聖
母
の
騎
士

学
園
、64
年
聖
母
の
騎
士
幼

稚
園
園
長
、68
年
本
河
内
主

任
、73
年
聖
母
の
騎
士
幼
稚

園
園
長
、82
年
小
長
井
修
道

院
院
長
、88
年
愛
知
・
春
日

井
修
道
院
院
長
、95
年
大
分
・

由
布
修
道
院
（
静
養
）、け
が

れ
な
き
聖
母
の
騎
士
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
修
道
女
会
付
霊
的

指
導
司
祭
、
２
０
０
５
年
小

長
井
修
道
院
。
09
年
養
護
老

人
ホ
ー
ム
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

園
に
入
所
。
物
静
か
で
よ
く

祈
り
、人
を
優
し
く
包
み
込

む
よ
う
な
司
祭
で
あ
っ
た
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
５
月
19

日
、同
会
日
本
管
区
長
の
﨑

濵
宏
美
師
に
よ
り
本
河
内
教

会
で
執
り
行
わ
れ
た
。

の
皆
様
、ま
た
、場
所
を
提
供

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
中
町

教
会
の
橋
本
神
父
様
を
は
じ

め
信
徒
の
皆
様
、す
べ
て
の

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

教
区
評
議
会
女
性
部

代
表　

五
島 

忍

と
で
「
最
も
大
切
な
も
の
」

が
こ
こ
に
あ
る
と
証
し
し
て

い
る
の
だ
と
再
確
認
さ
せ
て

く
れ
た
。

　

ま
た
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト

者
が
洗
礼
に
よ
っ
て
「
最
も

大
切
な
も
の
」
を
受
け
て
お

り
、何
を
大
切
な
も
の
と
し

て
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

か
、き
ち
ん
と
描
け
る
人
で

あ
る
よ
う
に
と
の
招
き
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、司

祭
と
し
て
、私
を
呼
ん
で
く

だ
さ
っ
た
方
に
忠
実
で
あ
り

た
い
と
強
く
願
う
黙
想
会
と

な
っ
た
。

　
　

田
平
小
教
区

主
任　

中
田
輝
次

石　　碑

文字彫刻

墓地工事

リフォーム

墓地分譲

代表 ラウラ・ビクーニア　濱 口 佳 織
TEL（0956）23-1867

〒857-0032
佐世保市宮田町7-7

kaori-mokkousho.comHP

Kaori

佳織木工所佳織木工所
家庭祭壇・聖具 祭壇・長椅子・朗読台

総　会：15時30分～感謝のミサ・総会〈会場〉城山教会聖堂
懇親会：18時30分～20時30分〈会場〉稲佐山観光ホテル
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さ
て
、三
日
目
に
ガ
リ
ラ
ヤ
の

カ
ナ
で
婚
礼
が
あ
り
、イ
エ
ス
の

母
が
そ
こ
に
い
た
。
イ
エ
ス
も
弟

子
た
ち
も
そ
の
婚
礼
に
招
か
れ
て

い
た
…
… （
ヨ
ハ
ネ
２
・
１
～
12
）

　

聖
母
マ
リ
ア
の
こ
と
も
、イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
も
初
め
て

耳
に
す
る
学
生
た
ち
に
聖
母
マ
リ

ア
を
伝
え
る
時
に
、折
に
触
れ
カ

ナ
の
婚
礼
の
場
面
を
選
び
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、時
や
文
化
を
越
え

て
、身
近
に
出
会
う
結
婚
式
の
出

来
事
で
あ
り
、さ
ら
に
イ
エ
ス
と

母
マ
リ
ア
が
直
接
に
言
葉
を
交
わ

す
場
面
だ
か
ら
で
す
。

　

マ
リ
ア
は
、結
婚
式
に
イ
エ
ス

と
共
に
招
か
れ
て
い
ま
し
た
。
喜

び
の
席
の
半
ば
、「
何
か
大
切
な

も
の
」
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を

察
知
し
た
マ
リ
ア
は
、共
に
そ
こ

に
い
た
イ
エ
ス
に
、『
ぶ
ど
う
酒

が
あ
り
ま
せ
ん
』（
２
・
３
）
と

告
げ
ま
す
。
母
マ
リ
ア
は
、イ
エ

ス
が
神
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
イ
エ
ス
は
母
に

『
わ
た
し
の
時
は
ま
だ
来
て
い
ま

せ
ん
』（
２
・
４
）
と
答
え
ま
す

が
、温
か
い
「
母
」
の
言
葉
に
従

い
、最
初
の
奇
跡
を
行
わ
れ
ま
し

みことばにふれて

濵田洋子シスター
（純心聖母会）
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召
命
を
人
任
せ
に
せ
ず

覚
悟
を
支
え
る
召
命
祈
願
ミ
サ

い
の
ち
を
テ
ー
マ
に
開
催

パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
研
究
会 

in 

長
崎

　

７
月
８
日
（
金
）
19
時
か

ら
中
町
教
会
で
、召
命
祈
願

ミ
サ
が
髙
見
三
明
大
司
教
司

式
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

学
期
に
一
度
行
わ
れ
る
召

命
祈
願
ミ
サ
は
、昨
年
度
か

ら
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

が
呼
び
掛
け
て
お
り
、今
回

で
19
回
を
数
え
る
。
神
学
生

や
志
願
生
と
そ
の
保
護
者
、

関
係
者
、信
徒
が
集
ま
り
、司

祭
・
修
道
者
を
志
す
者
た
ち

の
召
命
の
成
長
・
完
成
の
た

め
、新
し
い
召
命
の
萌
芽
の

た
め
に
祈
る
大
切
な
機
会
で

あ
る
。
多
く
は
平
日
の
夜
に

　

６
月
25
日
（
土
）
～
26
日

（
日
）、臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ァ
ル

デ
マ
ー
ル
・
キ
ッ
ペ
ス
理
事

長
）
主
催
「
第
19
回
日
本
臨

床
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
研
究
会 

in 

長
崎
」
が
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
開
催
、全
国
か

ら
会
員
ら
約
１
２
０
人
が
集

ま
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「『
い

の
ち
』
受
け
と
り
、寄
り
添

い
、受
け
継
い
で
い
く
」。

　

同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、病

人
を
全
人
的
に
ケ
ア
す
る
の

に
不
可
欠
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
を
養
成

す
る
た
め
の
組
織
で
、
１
９

９
８
年
の
発
足
以
来
、毎
年

研
究
会
を
実
施
し
て
い
る
。

当
初
熊
本
で
の
開
催
と
な
っ

て
い
た
今
回
、
４
月
に
発
生

し
た
地
震
の
影
響
に
よ
り
急

き
ょ
長
崎
に
場
所
を
変
更

し
、開
催
が
実
現
し
た
。

　

初
日
は
、慈
恵
病
院
理
事

長
で
院
長
の
蓮
田
太
二
氏

が｢

『
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り

か
ご
』
を
設
置
し
て
思
う
こ

ミ
サ
が
さ
さ
げ

ら
れ
る
た
め
参

列
者
が
増
加
し

な
い
の
が
現
状

で
あ
る
が
、信
徒
の
方
々
に

召
命
を
考
え
る
機
会
を
提
供

し
、ま
た
実
際
に
召
命
の
道

を
歩
む
者
た
ち
の
姿
を
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、現
在

は
地
区
長
在
住
の
各
教
会
で

ミ
サ
を
計
画
し
て
い
る
。

　
「
昔
に
比
べ
る
と
神
学
生
、

志
願
生
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
」
と
時
に
は
人
任
せ
に
も

言
わ
れ
る
昨
今
、少
な
い
か

ら
と
い
っ
て
懸
命
に
召
命
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る

こ
と
ま
で
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
っ

て
は
い
け
な
い
。
共
に
祈
る

子
ど
も
た
ち
と
信
徒
の
声

が
、召
命
に
向
き
合
う
覚
悟

と
そ
れ
を
支
え
る
信
仰
の
喜

び
を
互
い
に
想
起
さ
せ
、心

か
ら
の
さ
さ
げ
も
の
と
な
っ

て
響
き
渡
る
ミ
サ
は
こ
れ
か

ら
も
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
く
。

　

ま
だ
参
列
し
た
こ
と
の
な

い
方
々
に
も
、真
の
喜
び
を
醸

し
出
す
ミ
サ
に
参
列
し
て
い

た
だ
け
る
と
幸
甚
で
あ
る
。

神
学
院　

熊
谷
裕
司

と｣

、外
旭
川

病
院
ホ
ス
ピ

ス
長
の
嘉
藤 

茂
氏
が
「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
苦
痛
の
構

造
に
つ
い
て
考
え
る
―
ホ

ス
ピ
ス
で
の
実
践
か
ら
見
え

て
き
た
も
の
」
と
題
し
、講

演
。
質
疑
応
答
（
写
真
）、グ

ル
ー
プ
討
議
と
全
体
発
表
を

も
っ
て
１
日
目
を
終
え
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
一
般
演

題
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、午

後
の
特
別
講
演
「
美
し
い
人

生
を
終
わ
る
た
め
の
協
力

と
は
」
で
は
、上
智
大
学
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
所

長
の
高
木
慶
子
氏
（
援
助
修

道
会
）
が
現
場
で
の
体
験
を

交
え
約
１
時
間
半
を
一
気
に

髙
見
大
司
教
が
会
長
就
任

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
で
定
例
司
教
総
会

マ
に
、「
い
つ
く
し
み

の
特
別
聖
年
」
の
精
神

を
旧
約
聖
書
の
観
点
か

ら
学
ぶ
素
晴
ら
し
い
機

会
と
な
っ
た
。

　

大
司
教
様
は
愛
と
い
け
に

え
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
本
来
の
意
味

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ

し
て
、旧
約
の
人
々
が
形
式

的
な
い
け
に
え
を
捧
げ
て
い

が
進
め
ら

れ
て
い
た

脱
原
発
に

関
す
る
文

書
の
内
容
が
承
認
さ
れ
た
。

今
回
審
議
さ
れ
た
修
正
意
見

が
加
味
さ
れ
て
、出
版
に
向

け
て
最
終
的
な
作
業
が
行
わ

れ
る
。
さ
ら
に
15
年
度
の
決

算
書
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
「
司

教
の
集
い
」
で
は
、使
徒

た
こ
と
、ま
た
あ
ま
り
に
も

愛
の
行
い
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
、真
の

い
け
に
え
は
心
か
ら
の
回
心

と
愛
の
実
践
が
伴
う
も
の
で

あ
る
べ
き
こ
と
を
、預
言
者

た
ち
が
告
げ
て
い
る
と
説
明

さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、私
た

ち
も
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
信

仰
を
ど
の
よ
う
に
実
生
活

に
、特
に
愛
の
実
践
に
つ
な

げ
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る

的
勧
告
『
愛
の
よ
ろ
こ
び

―
家
庭
の
よ
ろ
こ
び
、教

会
の
よ
ろ
こ
び
（Amoris 

Laetitia

）』に
つ
い
て
学
び
、

午
後
か
ら
は
場
所
を
東
京
・

麹
町
教
会
に
移
し
、一
般
の

参
加
者
も
交
え
て
、特
別
聖

年
公
開
講
演
会
「『
障
害
者

差
別
解
消
法
』
を
学
ぶ
」
を

開
催
。
16
日
は
「
司
教
勉
強

会
」
と
し
て
、「『
司
教
儀
典

書
』（
堅
信
式
、叙
階
式
、献

堂
式
、聖
香
油
の
ミ
サ
）
を

学
ぶ
」
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
６
月
に
開
か
れ

て
い
た
定
例
司
教
総
会
は
、カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の
会

計
年
度
が
来
年
か
ら
は
４
月

始
ま
り
か
ら
１
月
始
ま
り
に

変
更
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
２

月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
２
月
に
開
か
れ
て

い
た
臨
時
司
教
総
会
は
９
月

と
12
月
に
行
わ
れ
る
予
定
。

神
が
喜
ぶ
愛
と
は

公
開
聖
書
講
座

2016年度

公開典礼講座
よ
り
豊
か
な
典
礼
を
祝
う
た
め
に

―
皆
さ
ん
の
質
問
に
答
え
て

日　時 ９月 22 日（祝・木）
 10:30 ～ 15:30（9:30 受付）

場　所 カトリックセンター
講　師 宮越俊光氏
 （日本カトリック典礼委員会秘書）

参加費 500 円（昼食は各自で）

締　切 ９月４日（日）

申込先 教区生涯養成委員会
 FAX 095 - 841 - 7732
問合せ 稲佐教会・下山神父
 TEL 095 - 861 - 0747
主　催 教区典礼委員会

　

教
区
生
涯
養
成
委
員
会
は

６
月
９
日
（
木
）
19
時
か

ら
、
２
０
１
６
年
度
公
開
聖

書
講
座
を
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、約

80
人
の
信
徒
・
修
道
者
が
受

講
し
た
。
今
回
は
髙
見
三
明

大
司
教
様
を
講
師
に
迎
え
、

「
わ
た
し
が
喜
ぶ
の
は
、愛
で

あ
っ
て
い
け
に
え
で
は
な

い
」（
ホ
セ
ア
６
・
６
）を
テ
ー

　

６
月
13
日
（
月
）
か
ら
16

日
（
木
）、東
京
・
潮
見
の
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
で
２
０

１
６
年
度
の
定
例
司
教
総
会

が
開
催
さ
れ
、髙
見
三
明
大

司
教
が
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し

た
。
総
会
に
は
、16
教
区
か

ら
15
人
の
司
教
と
１
人
の
教

区
管
理
者
の
他
、男
女
修
道

会
の
代
表
と
事
務
局
代
表
者

ら
が
参
加
し
た
。

　

主
な
決
定
事
項
と
し
て

は
、来
年
２
月
７
日
（
火
）

大
阪
で
執
り
行
わ
れ
る
ユ
ス

ト
高
山
右
近
の
列
福
式
に
つ

い
て
、式
典
の
式
次
第
案
、な

ら
び
に
列
福
後
の
記
念
日
と

そ
の
名
称
の
案
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、か
ね
て
よ
り
準
備

主任司祭　橋本勲

た
。
こ
の
イ
エ
ス
と
母
の
直
接
の
会

話
は
、神
秘
的
で
あ
り
身
近
な
親
し

み
を
観
想
さ
せ
ま
す
。
こ
の
場
面
の

最
初
に
登
場
し
た
母
は
、『
何
で
も

こ
の
人
の
言
う
と
お
り
に
し
て
く
だ

さ
い
』（
２
・
５
）
と

召
使
い
に
伝
え
て
、私

た
ち
を
イ
エ
ス
に
向

け
さ
せ
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
、バ
ラ

や
ユ
リ
の
美
し
い
花

に
囲
ま
れ
た
静
的
な

マ
リ
ア
も
好
き
で
す

が
、カ
ナ
の
婚
礼
で
の

動
的
で
、母
な
ら
で
は

の
気
配
り
の
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
結
婚
式
の
祝
い
の
全
体

を
さ
り
げ
な
く
把
握
さ
れ
、そ
の
こ

と
が
問
題
に
な
る
前
に
い
ち
早
く
気

づ
か
れ
、ぶ
ど
う
酒
の
不
足
に
即
座

に
対
処
さ
れ
る
お
姿
。
ぶ
ど
う
酒
が

不
足
し
て
も
、あ
る
程
度
婚
礼
の
祝

い
は
進
行
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
ル
ロ
・
マ
リ
ア
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ

は
そ
の
著
書
の
中
で
、ぶ
ど
う
酒
の

不
足
は
〝
言
い
表
し
が
た
い
何
か
〟

の
不
足
と
述
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

〝
言
い
表
し
が
た
い
何
か
〟
が
何
と

多
く
あ
り
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
か

を
記
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
周
り

に
も
「
ぶ
ど
う
酒
の
不
足
」
が
あ
り

ま
す
。

　
「
イ
エ
ス
の
母
が
そ
こ
に
い
た
」

（
２
・
１
）。
イ
エ
ス
も
母
マ
リ
ア
も

い
つ
も
近
く
に
お
ら
れ
ま
す
。
学
生

た
ち
も
私
た
ち
も
「
不
足
し
て
い
る

ぶ
ど
う
酒
が
何
か
」
を
い
ち
早
く
見

定
め
、解
決
し
て
い
く
も
の
に
な
り

た
い
と
祈
る
毎
日
で
す
。

（
長
崎
純
心
大
学
）

短
　
信

〈
浦
上
旧
鐘
楼
が
国
史
跡
に
〉

　

国
の
文
化
審
議
会
は
６
月

17
日
、原
爆
の
被
害
を
伝
え

る
遺
跡
と
し
て
「
長
崎
原
爆

遺
跡
」
を
国
史
跡
に
指
定
す

る
よ
う
文
部
科
学
相
に
答
申

し
た
。
同
遺
跡
は
、爆
心
地
、

旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
、浦

上
天
主
堂
旧
鐘
楼
、旧
長
崎

医
科
大
学
門
柱
、山
王
神
社

二
の
鳥
居
と
い
っ
た
５
件
の

被
爆
遺
構
か
ら
な
る
。
登
録

さ
れ
る
と
、長
崎
県
の
国
指

定
史
跡
は
32
件
。
大
浦
天
主

堂
境
内
も
そ
の
一
つ
。

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
堤 

剛
志
様 

（
木
鉢
）

　

故
マ
チ
ア
ス
堤 

惠
吉
様

⃝
山
口
繁
光
様 

（
出
津
）

　

故
セ
シ
リ
ア
山
口
ト
ク
様

⃝

榎
園
澄
子
様 

（
城
山
）

　

故
ド
ミ
ニ
コ
永
田
富
夫
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
芳
志
を

賜
り
ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報

告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

語
っ
た
。
皆
、連
帯
と
学
び

を
深
め
る
２
日
間
を
過
ご
し

た
。
来
年
は
神
奈
川
で
開
催

さ
れ
る
予
定
。

と
述
べ
ら
れ
た
。

　

今
回
は
参
加
者
が
少
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
平

日
で
は
な
く
日
曜
日
に
、信

徒
の
集
ま
り
や
す
い
所
で
開

催
し
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う

意
見
も
聞
か
れ
た
。

　

次
回
は
９
月
18
日
（
日
）、

講
師
に
山
下 

敦
師
（
大
分

教
区
）
を
予
定
し
て
い
る
。

委
員
長　

谷
脇
誠
一
郎


